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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

レコード天国
NYで大人気

名
盤
で
宝
の
山

復
刻
版
も
続
々

リバイバルブーム衰えず

叔父を手伝い働き始めた頃のジャマールさん（手前）

アストラッド・ジルベルトのＬＰを手にするジャマールさん（写真・三浦良一）

　

米
国
で
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド

人
気
が
止
ま
ら
な
い
。
Ｎ
Ｙ
グ

リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
の
老
舗
中

古
レ
コ
ー
ド
店
ビ
レ
ッ
ジ
・
リ

バ
イ
バ
ル
・
レ
コ
ー
ド
の
オ
ー

ナ
ー
、
ジ
ャ
マ
ー
ル
・
ア
ル
ナ

ス
さ
ん
は
17
歳
の
時
パ
レ
ス
チ

ナ
か
ら
家
族
と
米
国
に
移
住
し

て
き
て
叔
父
の
経
営
す
る
レ
コ

ー
ド
店
に
勤
め
た
。
１
９
９
４

年
に
自
分
の
店
を
開
店
、
一
時

は
休
業
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
が

２
０
１
７
年
に「
リ
バ
イ
バ
ル
」

の
店
名
で
復
活
、
コ
ロ
ナ
禍
の

巣
ご
も
り
需
要
増
で
レ
コ
ー
ド

人
気
に
火
が
つ
き
、
２
０
２
２

年
に
は
全
米
の
レ
コ
ー
ド
販

売
枚
数
は
４
１
０
０
万
枚
と

１
９
８
７
年
以
来
初
め
て
Ｃ
Ｄ

を
上
回
っ
た
。「
若
い
人
が
一

心
不
乱
に
買
い
求
め
て
い
く
ん

だ
」
と
ボ
サ
ノ
バ
の
女
王
ア
ス

ト
ラ
ッ
ド
・
ジ
ル
ベ
ル
ト
の
ア

ル
バ
ム
を
手
に
語
る
。
店
内
に

は
数
万
枚
の
世
界
中
の
Ｌ
Ｐ
が

並
ぶ
。
映
画
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ

ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
に
は
「
イ
ー
ジ

ー
ラ
イ
ダ
ー
」
や
「
大
脱
走
」

な
ど
懐
か
し
い
Ｌ
Ｐ
も
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
は
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
レ

コ
ー
ド
が
日
本
の
Ｌ
Ｐ
を
大
量

に
仕
入
れ
て
販
売
、
山
下
達
郎

の
Ｌ
Ｐ
な
ど
は
１
枚
１
７
０
ド

ル
の
高
値
で
も
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
て
い
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
６

番
街
48
丁
目
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
セ
ン
タ
ー
に
は
老
舗
Ｒ
Ｏ
Ｕ

Ｃ
Ｈ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ
が
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
か
ら
移
転
し
て
き
て
日

本
の
80
年
代
の
シ
テ
ィ
ポ
ッ
プ

が
日
本
コ
ー
ナ
ー
に
並
ぶ
。
ま

た
西
45
丁
目
の
ブ
ッ
ク
オ
フ
に

は
、
日
本
で
販
売
さ
れ
た
ビ
リ

ー
・
ジ
ョ
エ
ル
な
ど
洋
楽
中
古

Ｌ
Ｐ
が
20
ド
ル
前
後
の
手
頃
な

値
段
で
並
ん
で
い
る
。
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米
国
の
国
務
省
は
２
月
13

日
、
教
育
文
化
局
（
Ｅ
Ｃ
Ａ
）

傘
下
の
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
資

金
提
供
を
15
日
間
停
止
し
た
。

留
学
生
向
け
の
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

奨
学
金
や
ギ
ル
マ
ン
奨
学
金
へ

の
助
成
は
停
止
さ
れ
、
２
月
27

日
終
了
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
凍

結
は
継
続
し
た
ま
ま
で
、
利
用

す
る
日
本
人
留
学
生
に
も
影
響

が
出
て
く
る
と
見
ら
れ
る
。

　

国
際
教
育
界
の
情
報
を
ま
と

め
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
モ
ニ
タ
ー

に
よ
れ
ば
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨

学
金
あ
る
い
は
ギ
ル
マ
ン
奨
学

金
を
利
用
し
て
海
外
留
学
中
の

米
国
人
３
５
０
０
人
と
米
国
留

学
中
の
外
国
人
７
４
０
０
人
が

影
響
を
受
け
る
。
今
後
６
か
月

以
内
に
交
換
留
学
を
予
定
し
て

い
る
学
生
へ
の
資
金
援
助
も
一

時
停
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
フ

ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
金
が
運
営
す

る
国
際
ビ
ジ
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ａ
Ｓ
な
ど
の
学
術
交
流
、
若
手

リ
ー
ダ
ー
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
な
ど

の
専
門
職
交
流
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、
Ｆ

Ｌ
Ｅ
Ｘ
、
Ｃ
Ｂ
Ｙ
Ｘ
な
ど
の
青

少
年
交
流
、ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
な
ど
の
バ
ー
チ

ャ
ル
交
流
な
ど
へ
の
補
助
金
も

停
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

国
際
教
育
・
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
事
実
上
停
止
に
追
い
込
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

国
際
教
育
と
交
流
を
専
門
と

す
る
非
営
利
団
体
の
国
際
教
育

者
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
は
じ

め
、
国
際
交
流
同
盟
、
海
外
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
相
次
い
で
凍

結
解
除
を
求
め
る
声
明
を
出
し

た
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
３
日
、
連

邦
議
会
が
承
認
し
資
金
が
割
り

当
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
た

め
議
会
が
介
入
す
る
よ
う
求
め

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
す
る

と
発
表
し
た
。
フ
ァ
ン
タ
・
ア

ウ
事
務
局
長
は
「
助
成
金
凍
結

は
留
学
や
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
存
続
を
脅
か
す
」
と
述
べ

て
い
る
。

　

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
金
は
第

二
次
世
界
大
戦
後
、「
世
界
各

国
の
相
互
理
解
を
高
め
る
目

的
」
で
設
立
さ
れ
た
。
利
用
し

た
日
本
人
は
６
７
０
０
人
を
超

え
て
お
り
、
明
石
康
（
国
際

関
係
学
）、
上
川
陽
子
（
法
務

大
臣
、
外
務
大
臣
）、
下
村
脩

（
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
）、
利
根
川

進
（
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学

賞
）、
河
合
隼
雄
（
元
・
文
化

庁
長
官
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

ら
が
い
る
。
卒
業
生
に
は
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
が
62
人
、
国
家

元
首
含
む
政
府
首
脳
が
44
人
い

る
。
国
際
ビ
ジ
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

に
は
小
説
家
の
大
江
健
三
郎
氏

や
村
上
春
樹
氏
、
総
理
大
臣
経

験
者
で
は
菅
直
人
、
鳩
山
由
紀

夫
、
海
部
俊
樹
、
細
川
護
熙
の

各
氏
、
ま
た
東
京
都
知
事
の
小

池
百
合
子
氏
が
い
る
。

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
金
停
止

日
本
人
留
学
生
ら
に
深
刻
な
影
響
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シ
ア
タ
ー
・
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
と
伝
統
的
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
共
演
、
さ
ら
に
25
人
コ
ー
ラ

ス
で
無
声
映
画
「
キ
ン
グ
・
オ

ブ
・
キ
ン
グ
ス
」（
１
９
２
７

年
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
、
セ
シ
ル
・

Ｂ
・
デ
ミ
ル
監
督
）
を
上
映
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
、
28
日
（
金
）

午
後
７
時
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

ハ
イ
ツ
に
あ
る
聖
ア
ン
＆
ホ

ー
リ
ー
・
ト
リ
ニ
テ
ィ
教
会

（St. Ann & the Holy Trinity Church

：157 Montague 
St.

）
で
開
催
さ
れ
る
。
ア
メ

リ
カ
・
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
協
会
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
支
部
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
シ
ア
タ
ー
オ
ル
ガ
ン
・

ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー
に
よ
る
Ｎ
Ｙ

で
初
め
て
の
共
同
企
画
。
無
声

映
画
の
演
奏
で
著
名
な
シ
ア
タ

ー
・
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の

ピ
ー
タ
ー
・
ク
ラ
ジ
ン
ス
キ

ー
（
写
真
上
）
が
、
シ
ア
タ
ー

オ
ル
ガ
ン
を
会
場
前
方
よ
り
演

奏
す
る
。
ま
た
、
世
界
的
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
グ
レ
ゴ
リ

ー
・
ダ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
（
写
真

下
）
が
、
今
年
設
置
１
０
０
周

年
の
由
緒
あ
る
ス
キ
ナ
ー
社
製

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
会
場
後

方
よ
り
奏
で
る
。
コ
ー
ラ
ス
は

グ
レ
ー
ス
教
会
聖
歌
隊
。

　
「
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
キ
ン
グ

ス
」
は
無
声
映
画
時
代
の
ヒ

ッ
ト
作
。
キ
リ
ス
ト
の
生
涯

と
情
熱
を
敬
意
を
払
い
な
が

ら
も
イ
ン
パ
ク
ト
強
く
、
キ

リ
ス
ト
の
教
え
、
奇
跡
、
迫

害
、
受
難
、
復
活
を
荘
厳
さ

の
中
に
人
間
的
な
側
面
を
織

り
ま
ぜ
な
が
ら
描
い
て
い
る
。

今
回
は
パ
リ
の
ロ
ブ
ス
タ
ー

映
画
を
復
元
し
た
も
の
を
、

１
９
２
０
年
代
に
上
演
さ
れ

て
い
た
形
で
フ
ル
上
演
す
る
。

入
場
料
は
25
ド
ル
＋
手
数
料
。

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
はhttps://

www.eventbrite.com/e/
cecil-b-demilles-king-of-
kings-silent-film-with-
live-music-experience-
tickets-1256927216139

無
声
映
画
を
上
映

28
日
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

パイプオルガンの共演

　

米
国
で
日
本
酒
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
「BŌKEN

」

を
販
売
す
る
会
社Cedar 

Sake LLC

を
起
業
し
た
創
設

者
で
最
高
責
任
者
の
中
島
大
祐

さ
ん
。
昨
年
10
月
1
日
の
「
日

本
酒
の
日
」
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
販
売
を
開
始
し
た
。

　

中
島
さ
ん
は
千
葉
県
出
身
、

東
京
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
。
大

学
は
米
国
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー
グ

の
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
で
経
済
学

を
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院

で
は
応
用
統
計
学
で
学
位
を
取

得
。
卒
業
後
は
米
国
の
連
邦
準

備
銀
行
、
投
資
銀
行
エ
バ
コ
ア

で
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
働
く

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
っ
た
が
、
金

融
業
界
か
ら
日
本
酒
と
い
う
全

く
別
の
未
知
の
世
界
に
飛
び
込

ん
だ
。

　

銘
柄
の
「BŌKEN

」
に
は

2
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
旅
路
。
米

国
の
消
費
者
を
日
本
酒
へ
の
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
連
れ
て
行
き

た
い
と
の
思
い
。も
う
一
つ
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
造
り

に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
日
本

の
酒
蔵
に
と
っ
て
米
国
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
冒
険
。
中
島
さ
ん

の
日
本
酒
へ
の
挑
戦
も
ま
さ
に

冒
険
だ
。

　

投
資
銀
行
で
の
仕
事
は
心
地

よ
く
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
守
ら
れ

て
い
た
。
今
後
20
年
は
楽
に
食

べ
て
い
け
る
環
境
に
い
た
。
し

か
し
、
大
学
か
ら
25
年
以
上
米

国
で
暮
ら
し
、
米
国
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
生
か
し
て
何
か
を

し
た
い
と
思
っ
た
。
30
代
後
半

に
な
っ
た
時
に
今
後
25
年
ど
う

い
う
人
生
を
自
分
が
生
き
た
い

か
を
考
え
た
と
、
中
島
さ
ん
は

振
り
返
る
。

　

中
島
さ
ん
が
、
日
本
酒
ビ
ジ

ネ
ス
起
業
の
決
断
を
し
た
の
は

あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
仕
事
で
日
本
へ
行
き
、
欧

米
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ト
ナ

ー
と
日
本
食
を
食
べ
る
機
会
も

多
か
っ
た
。
日
本
酒
を
美
味
し

い
と
言
っ
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が

喜
ん
で
く
れ
る
の
を
見
て
、
日

本
人
と
し
て
嬉
し
か
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
中
の
あ
る
時
、
知
り
合

い
の
酒
蔵
の
経
営
者
が
「
コ
ロ

ナ
禍
で
経
営
が
大
変
だ
、
中
島

さ
ん
み
た
い
な
人
が
蔵
を
買
収

し
て
く
れ
た
ら
い
い
の
だ
が
」

と
相
談
さ
れ
た
。
買
収
は
無
理

だ
が
日
本
酒
の
た
め
に
何
か
で

き
な
い
か
、
日
本
酒
の
輸
入
業

者
か
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー

か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が

ら
リ
サ
ー
チ
を
す
る
う
ち
に
会

社
を
辞
め
て
、
日
本
酒
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
の
会
社
を

立
ち
上
げ
る
決
心
を
し
た
。
中

島
さ
ん
は
「
自
分
が
で
き
る
と

い
う
自
信
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は

僕
が
や
ら
な
い
と
誰
か
が
や

る
。
そ
れ
ほ
ど
日
本
酒
の
将
来

に
何
か
を
感
じ
た
」
と
話
す
。

メ
キ
シ
コ
の
メ
ス
カ
ル
や
テ
キ

ー
ラ
が
米
国
で
人
気
が
あ
る
よ

う
に
、
日
本
酒
が
も
っ
と
親
し

み
や
す
く
な
れ
ば
米
国
人
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
だ
と
。

　

２
０
２
２
年
の
コ
ロ
ナ
禍
期

間
中
か
ら
日
本
全
国
の
約
40
軒

の
酒
蔵
を
訪
ね
歩
き
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
造
り
の
交
渉

を
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
提
携

に
至
る
ま
で
は
約
2
年
の
月
日

を
費
や
し
た
。
現
在
提
携
し
て

い
る
の
は
秋
田
県
の
飛
良
泉
本

舗
と
高
知
県
の
高
木
酒
造
の
2

社
。
若
い
オ
ー
ナ
ー
杜
氏
で
共

通
点
は
い
ず
れ
も
30
代
の
若
い

経
営
者
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
た
い
と
引
き
受
け
て
く
れ

た
。
先
代
や
先
々
代
が
造
っ
て

き
た
酒
で
は
な
く
、
新
し
い
感

性
で
自
分
が
飲
み
た
い
酒
、
自

分
が
理
想
と
す
る
酒
造
り
を
目

指
し
て
い
る
経
営
者
た
ち
だ
。

　

現
在
販
売
し
て
い
る
の
は

４
銘
柄
。
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
ン
の

リ
ー
ス
リ
ン
グ
に
近
い
味
わ

い
で
ケ
バ
ブ
料
理
な
ど
炭
焼

き
料
理
に
合
うBŌKEN No. 
77

。
ワ
イ
ン
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
や

ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
ブ
ラ
ン
の

よ
う
な
青
り
ん
ご
の
香
り
と
味

わ
い
で
ロ
ブ
ス
タ
ー
・
ロ
ー

ル
に
合
うBŌKEN RINGO

は
、
２
０
２
４
年
度
パ
リ
の
ク

ラ
マ
ス
タ
ー
純
米
酒
部
門
プ
ラ

チ
ナ
賞
を
受
賞
し
た
。
ラ
ム

肉
や
テ
キ
サ
ス
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ 

に

合
うBŌKEN NANA

。
フ
ラ

イ
ド
チ
キ
ン
な
ど
の
揚
げ
物

と
合
う
に
ご
り
酒
のBŌKEN 

NIGORI

。

　

中
島
さ
ん
は
「
ワ
イ
ン
は
フ

ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン
と
い
う
時
代

か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ナ

パ
・
バ
レ
ー
で
造
ら
れ
た
ワ
イ

ン
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
米
国
で
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
を
造
る

米
国
人
も
い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
が
生
ま

れ
そ
れ
が
文
化
に
な
る
。
米
国

に
は
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
の
プ
ロ
も
増
え

た
。
現
在
、
日
本
酒
は
米
国
の

ア
ル
コ
ー
ル
売
り
上
げ
全
体
の

0
・
2
％
だ
が
、
そ
れ
を
0
・

6
％
に
で
き
た
ら
。
日
本
の
日

本
酒
メ
ー
カ
ー
と
米
国
の
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｅ
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
一
緒
に
な

っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
大
き
く
で

き
た
ら
。
自
分
が
大
き
く
し
た

い
」
と
結
ん
だ
。

　
　
（
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
）

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
か
ら
酒
人
へ
の
冒
険

BŌKENを創る

中島大祐さん

https://giip-global.com/ja/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://qbhouseusa.com/
https://www.youtube.com/watch?v=dPQZLnOe-wY&feature=youtu.be
https://www.eventbrite.com/e/cecil-b-demilles-king-of-kings-silent-film-with-live-music-experience-tickets-1256927216139
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EVENT
■セントパトリックスデー・パレード＝ 3/17　
11:00　アイルランドの守護聖人、セントパト
リックを祝い、タータンチェックの伝統的衣
装をまとった多くのバグパイプ楽団やブラス
バンドが五番街44丁目から79丁目までパレー
ドする。1762年から続く街中が緑色に染まる
NYの春を告げるお祭り。
■アートエキスポ NY＝ 4/3～ 4/6　Pier 36
（299 South St,）毎年 4月に開催される世界中
からアーティストやギャラリー、美術コレク
ターなど、業界関係者が集まるアメリカ最大
級のアートフェア。アートトークやミート・ザ・
アーティストなどのイベントもある。入場料：
一般＄30～、学生　・シニア＄20～
詳細は https://redwoodartgroup.com/artexpo-
new-york

MUSIC

■ U N B R E A K A B L E  H O P E  A N D 
RESILIENCE 人間の強さとレジリエンスを
描くコンサート＝３/17（月）19:00&21:00/
Dizzy’s Club, Jazz at Lincoln Centerで 。2011
年の東日本大震災のサバイバーやボランティ
アへのインタビューを元に制作された、ジャ
ズと演劇が融合する革新的な組曲。作曲はグ
ラミー賞に 6回ノミネートされたプロデュー
サーでニューヨーク在住の作曲家・宮嶋みぎ
わ。テーブル席 20ドル～ 45ドル。バー席
20ドル～ 35ドル。要 21ドル以上の飲食ミ
ニマム。21時の回のみ割引コード MIGGY25
と入れると 25%引き。チケット申し込み
は https://jazz.org/dizzys/または世界同時ライ
ブ配信 : 9.99ドルのサブスクリプションで視
聴可能 : https://www.jazzlive.com/ 

■キューバの作曲家ロドリゲスの夕べ「ブし
かロンクス・ライジング！」＝ 3/15  19:00　
Bronx Music Hall（438 East 163rd St,）  キュー
バを代表する作曲家アルセニオ・ロドリゲス
の音楽をフィーチャーする。バンドにはドラ
マーの平生喬士（へいしょう・たかお）が所属、
パーカッションを演奏する。入場料：＄25
詳細は https://ci.ovationtix.com/36821/produc
tion/1222449?performanceId=11562197

THEATRE/DANCE 

■ミュージカル「LOVE LIFE」（3/26-30 /New 
York City Center 131 W 55th Street (between 
6 th  and  7 th  Avenues )  New York ,  NY 
10019)3/26-30 （7回限定公演）ニューヨーク
在住ブロードウェイ俳優の由水 南（ゆうす
い みなみ）が出演。本作品は、アメリカの
200年の歴史をたどりながら、一切年齢が変
わらない一組のカップルの関係性の変化を通
して、それぞれの時代、そしてアメリカとい
う国を様々な角度から照らすミュージカル。
『キャバレー』や『シカゴ』などの名作誕生
に大きく影響を与えたといわれる作品ニュー
ヨークでの再演は実に 75年ぶり。チケット
＄45 ～ $185。https://www.nycitycenter.org/
pdps/2024-2025/love-life/

　

ジ
ャ
ズ
・
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の

敦
賀
明
子
が
19
日
（
水
）
と
20

日
（
木
）
の
２
日
間
、
午
後
７

時
と
９
時
か
ら
ジ
ャ
ズ
・
ア
ッ

ト
・
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内

デ
ィ
ジ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
（
コ
ロ

ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
10
番
地
）
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

　

敦
賀
明
子
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

は
、ジ
ョ
ー
・
マ
グ
ナ
レ
リ
（
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、
マ
イ
ロ
ン
・

ウ
ォ
ル
デ
ン
（
サ
ッ
ク
ス
＆
フ

ル
ー
ト
）、
チ
ャ
ー
リ
ー
・
シ

グ
ラ
ー
（
ギ
タ
ー
）、
バ
イ
ロ

ン
・
ラ
ン
ダ
ム
（
ド
ラ
ム
）
が

出
演
。
２
０
２
４
年
に
発
売
し

た
最
新
ア
ル
バ
ム
「Beyond 

Nostalgia

」（SteepleChase 
Records

）
か
ら
の
曲
や
オ
ル

ガ
ン
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
、
敦
賀
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ル
ー
ス
、
日
本

へ
の
想
い
を
込
め
た
楽
曲
を
演

奏
す
る
。
ま
た
、
フ
ル
ー
ト
と

ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル
を
取
り
入

れ
た
バ
ラ
ー
ド
や
、
敦
賀
の
メ

ン
タ
ー
で
あ
る
ル
ー
・
ド
ナ
ル

ド
ソ
ン
と
ド
ク
タ
ー
・
ロ
ニ

ー
・
ス
ミ
ス
へ
の
ト
リ
ビ
ュ
ー

ト
も
予
定
。
オ
ル
ガ
ン
ジ
ャ
ズ

の
神
髄
を
堪
能
で
き
る
２
日
間

と
な
る
。
入
場
料
は
20
〜
50
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://jazz.org/

dizzys/

を
参
照
。

　
「
半
﨑
美
子 with 

風
の
環
少

年
少
女
合
唱
団 

〜
能
登
半
島

支
援
コ
ン
サ
ー
ト
〜 in NY

」

が
、
４
月
12
日
（
土
）
午
後
６

時
か
らAll Angels’ Church

（
西
80
丁
目
２
５
１
番
地
） 

で

開
催
さ
れ
る
。
日
本
各
地
の
被

災
地
を
巡
り
歌
を
届
け
て
き
た

半
﨑
美
子
と
、
日
本
の
童
謡
や

唱
歌
を
大
切
に
歌
い
繋
ぎ
、
各

地
の
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
で

も
歌
声
を
届
け
て
き
た
「
風
の

環
少
年
少
女
合
唱
団
」
に
よ
る

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

　

半
﨑
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
み
ん
な
の

う
た
「
お
弁
当
ば
こ
の
う
た
〜

あ
な
た
へ
の
お
手
紙
」
や
「
サ

ク
ラ
〜
卒
業
で
き
な
か
っ
た
君

へ
〜
」「
母
へ
」
な
ど
、
人
々

の
生
活
に
根
ざ
し
た
歌
を
書
き

続
け
、「
情
熱
大
陸
」
や
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
。長
年
の
夢
が
叶
い
、

小
学
５
年
生
音
楽
の
教
科
書
に

「
地
球
へ
」
が
掲
載
さ
れ
、
全

国
の
小
学
校
を
巡
り「
地
球
へ
」

の
特
別
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

初
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演

は
、
童
謡
や
わ
ら
べ
歌
、
愛
唱

歌
等
伝
統
的
な
日
本
の
歌
か
ら

文
化
や
習
慣
、
四
季
を
感
じ
る

日
本
語
を
歌
い
継
ぎ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
風
の
環

少
年
少
女
合
唱
団
と
共
演
す

る
。
昨
年
も
た
び
た
び
能
登
を

訪
れ
、
現
地
で
交
流
を
続
け
て

き
た
半
﨑
は
能
登
の
小
学
校
で

児
童
た
ち
と
一
緒
に
歌
っ
た

「
地
球
へ
」
を
風
の
環
少
年
少

女
合
唱
団
と
歌
い
、
思
い
を
分

か
ち
合
い
た
い
と
話
す
。
風
の

環
少
年
少
女
合
唱
団
も
「
能
登

の
翼
」
な
ど
の
歌
唱
を
予
定
。

　

入
場
無
料
だ
が
要
事
前
申
し

込
み
。
希
望
者
は
氏
名
・
人

数
を
明
記
し
Ｅ
メ
ー
ルmail@

hanzakiyoshiko.com

ま
で

申
し
込
む
。
詳
細
は
半
崎
さ

ん
の
公
式
サ
イ
トhttps://

www.hanzakiyoshiko.com/

を
参
照
す
る
。

ジ
ャ
ズ
・
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の

敦
賀
明
子
19
日

能登半島支援コンサート4月12日に
半﨑美子と風の環少年少女合唱団

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://sobaya.square.site/v
https://e-kaigo.net/
https://japanvillage.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
https://www.cosmeproud.com
https://redwoodartgroup.com/artexpo-new-york
https://redwoodartgroup.com/artexpo-new-york
https://redwoodartgroup.com/artexpo-new-york
https://jazz.org/dizzys/
https://www.jazzlive.com/
https://www.hanzakiyoshiko.com/
mailto:mail@hanzakiyoshiko.com
https://jazz.org/dizzys/
https://www.nycitycenter.org/pdps/2024-2025/love-life/
https://ci.ovationtix.com/36821/production/1222449?performanceId=11562197
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こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
もLunch 

Box

の
文ぶ
ん
か化
が
あ
り
ま
す

が
、
日に
ほ
ん本
の
「
お
弁べ
ん
と
う当
」

は
少す
こ
し
違ち
が
い
ま
す
。

　

日に
ほ
ん本
の
お
弁
べ
ん
と
う当は
、
ご

飯は
ん
や
お
か
ず
を
栄え
い
よ
う養
バ

ラ
ン
ス
や
色い
ろ
ど
り
を
考
か
ん
が

え
て
お
弁
べ
ん
と
う
ば
こ

当
箱
に
詰つ

め
る

の
が
特
と
く
ち
ょ
う
徴
で
す
。
最
さ
い
き
ん近は

「O-bento

」
と
し
て
海
か
い
が
い外

で
も
知し

ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

特と
く
に
「
幕ま
く
の
内
う
ち
べ
ん
と
う

弁
当
」

は
有
ゆ
う
め
い名で
、
ご
飯は
ん
の
ほ
か

に
唐か
ら
あ揚
げ
や
野や
さ
い菜
、
お
漬つ

け
物も
の
な
ど
が
仕し
き切
り
の
あ

る
お
弁
べ
ん
と
う
ば
こ

当
箱
に
詰つ

め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

お
弁
べ
ん
と
う当を
食た

べ
る
と
き

は
、
ご
飯は
ん
を
左
ひ
だ
り
ま
え
前
に
置お

き
、
ふ
た
は
内
う
ち
が
わ側を
上う
え
に

「
お
弁べ
ん
と
う当
」

猫ね
こ

に
小こ
ば
ん判

・おかず（おかず） side dish
・お弁当箱（おべんとうばこ） 
　bento box
・お漬け物（おつけもの） 
　pickled vegetables

・蓋（ふた） lid
・金貨（きんか） 　gold coin  
・「猫に小判」（ねこにこばん）と同
じ意味の英語のことわざ　
like casting pearls before swine tusk

　

い
く
ら
値ね
う
ち打
ち
が
あ
る

も
の
で
も
、
そ
の
価か

ち値

が
わ
か
ら
な
い
人ひ
と
に
は

無む
だ駄
で
あ
る
と
い
う
た
と

え
。
小こ
ば
ん判
と
は
、
日に
ほ
ん本
の

江え
ど
じ
だ
い

戸
時
代
（
17
〜
19
世
紀
）

に
使つ
か
わ
れ
た
金き
ん
か貨
の
一
い
っ
し
ゅ種

で
す
。
猫ね
こ
に
金き
ん
か貨
を
与あ
た
え

て
も
、
お
金か
ね
の
使つ
か
い
方か
た
を

知し

ら
な
い
た
め
、
猫ね
こ
に
は

役や
く

に
立た

た
な
い
状

じ
ょ
う
き
ょ
う

況
を

物も
の
が
た語
っ
て
い
ま
す
。「
そ

ん
な
よ
い
も
の
を
あ
げ
て

も
、
意い
み味
が
な
い
」
と
い

う
シ
ー
ン
で
使つ
か
い
ま
す
。

人ひ
とか
ら
何な
に
か
を
差さ

し
出だ

さ

れ
て
自じ
ぶ
ん分
に
は
価か
ち値
が
わ

か
ら
な
い
と
き
「
私
わ
た
しに
は
、

猫ね
こに
小こ
ば
ん判
で
す
」
な
ど
穏
お
だ

や
か
に
断
こ
と
わる
と
き
な
ど
に

も
使つ
か
え
ま
す
。

　

本
間
俊
一
氏
（
70
、
元
米
国

日
本
人
医
師
会
会
長
、
邦
人
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）
へ
の

叙
勲
（
瑞
宝
中
綬
章
）
伝
達
式

が
６
日
夕
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
・
大
使
公
邸
に

て
実
施
さ
れ
た
。

　

式
典
で
は
北
米
伊
藤
園
の
本

庄
洋
介
社
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
本
間
氏
は
日
本
で
天
皇
陛

下
か
ら
す
で
に
叙
勲
し
て
い
る

が
、
活
動
拠
点
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
が
改
め
て
伝
達
式
と
祝
賀

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
披

露
し
た
。
多
く
の
医
療
関
係
者

が
お
祝
い
に
参
列
し
た
。

　

本
間
氏
は
、
当
地
に
お
い
て

邦
人
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ

Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
代
表
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
歴
史
評
議
会
会
長
、

ま
た
米
国
日
本
人
医
師
会
元
会

長
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
日
本
人
お
よ
び
日

系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
積
極
的

に
貢
献
。
ま
た
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
医
学
部
教
授
と
し
て
、
多

く
の
日
本
人
研
究
者
や
留
学
生

　

外
務
省
は
、
在
外
公
館
で
パ

ス
ポ
ー
ト
及
び
証
明
を
申
請
す

る
際
の
戸
籍
謄
（
抄
）
本
の
提

出
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　
３
月
24
日
（
月
）
午
前
０
時

（
米
国
東
部
標
準
時
）
か
ら
、

外
務
省
と
法
務
省
間
で
戸
籍
情

報
の
シ
ス
テ
ム
連
携
が
開
始
さ

れ
る
。
現
在
、
同
館
に
お
い
て

パ
ス
ポ
ー
ト
（
新
規
発
給
、
記

載
事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合

等
）
及
び
身
分
事
項
等
に
関
す

る
証
明
（
出
生
証
明
、
婚
姻
証

明
等
）
を
申
請
す
る
際
に
は
戸

籍
謄
本
（
証
明
に
つ
い
て
は
抄

本
を
含
む
）
の
提
出
を
求
め
て

い
る
が
、
こ
の
日
か
ら
戸
籍
謄

し
て
、
箱は
こ
の
向む

こ
う
側が
わ
に

置お

き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
飯は
ん
を
一
ひ
と
く
ち口
食た

べ
て
か
ら
、
お
か
ず
を
食た

べ
る
の
が
日
に
ほ
ん
り
ゅ
う

本
流
の
マ
ナ

ー
で
す
。

（
長
久
保
美
奈
、
マ
ナ
ー

講
師
）

本
に
代
わ
り
、
日
本
の
市
町
村

窓
口
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
上
で

取
得
し
た
「
戸
籍
電
子
証
明
書

提
供
用
識
別
符
号
」（
以
下
「
符

号
」）」
を
提
示
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
従
来
ど
お
り
、
紙

の
戸
籍
謄
本
（
有
効
期
間
６
か

月
）
で
の
提
出
も
可
能
。

　
「
符
号
」
は
、
行
政
機
関
が

戸
籍
電
子
証
明
書
の
内
容
を

確
認
す
る
た
め
の
パ
ス
ワ
ー

ド
（
16
桁
の
数
字
、
有
効
期
間

３
か
月
）
で
、
日
本
の
市
町
村

窓
口
（
有
料
）
で
取
得
で
き

る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
上
（
無
料
）
で
も

取
得
で
き
る
。「
符
号
」
の
取

得
に
関
す
る
詳
細
は
市
町
村

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
確
認

す
る
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
上

の
「
符
号
」
取
得
方
法
は
、
３

月
24
日
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://img.myna.go.jp/
manual/03-10/0236.
html

）
に
て
公
開
予
定
。　

　
「
在
留
届
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｏ

Ｒ
Ｒ
ネ
ッ
ト
）」
か
ら
パ
ス
ポ

ー
ト
及
び
証
明
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
取
得
し
た
「
符
号
」
を
申

請
画
面
で
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
戸
籍
電
子
証
明
書
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
提
出
で
き
る
。
ま
た

は
「
符
号
」
な
し
で
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
後
、
別
途
、
窓
口
等
で

「
符
号
」
を
提
出
す
る
こ
と
も

可
能
。窓
口
で
提
示
さ
れ
た「
符

号
」に
よ
り
在
外
公
館
側
で「
戸

籍
電
子
証
明
書
」
を
確
認
す
る

た
め
に
は
20
〜
30
分
程
度
の
時

間
が
か
か
る
た
め
、
申
請
の
際

は
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
来
館

す
る
。
窓
口
で
の
待
ち
時
間
を

短
く
す
る
た
め
、来
館
予
約
後
、

同
館
領
事
部
宛
に
メ
ー
ル
に

て
「
符
号
」
を
あ
ら
か
じ
め
連

絡
す
る
こ
と
を
推
奨
。
連
絡
先

Ｅ
メ
ー
ル
はryoji@ny.mofa.

go.jp

ま
で
。
メ
ー
ル
に
は
、

予
約
日
時
、
申
請
者
氏
名
、
申

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

請
種
別
（
例
：
新
規
パ
ス
ポ
ー

ト
申
請
、
出
生
証
明
、
婚
姻
証

明
等
）、
符
号
（
16
桁
の
数
字
）

を
記
載
す
る
。

　

詳
細
は
、
旅
券
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請 https://www.

mofa.go.jp/mofaj/toko/
passport/page22_004039.
html

、
証
明
の
オ
ン
ラ
イ

ン

申

請 https://www.
mofa.go.jp/mofaj/toko/
page23_004157.html

を
参

照
す
る
。

に
対
す
る
教
育
を
通
じ
、
日
本

の
医
学
界
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
こ
と
が
功
績
と
し
て
評
価
さ

れ
た
。

　

本
間
氏
は
和
歌
山
県
で
生
ま

れ
、
中
学
生
の
時
に
家
族
と
共

に
来
米
し
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
サ
イ

エ
ン
ス
高
校
に
進
学
後
、
ダ
ー

ト
マ
ス
大
学
医
学
部
を
卒
業
し

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
医
学
部
教
授

に
就
任
。
医
学
の
道
に
進
む
き

っ
か
け
は
野
口
英
世
の
世
界

へ
の
貢
献
に
感
動
し
た
こ
と

で
、
後
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ

ロ
ン
ク
ス
の
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
墓

地
に
あ
る
野
口
英
世
の
墓
を
手

入
れ
す
る
活
動
に
主
導
的
な
役

割
を
果
た
し
た
。
米
国
日
本
人

医
師
会
が
創
設
さ
れ
た
あ
と
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
日
系

医
師
団
の
派
遣
な
ど
に
も
中
心

的
に
関
わ
っ
た
。　

　

ま
た
、
東
海
岸
に
は
岩
倉
使

節
団
以
降
近
代
日
本
人
の
歴
史

を
総
合
的
に
記
録
保
存
す
る
シ

ス
テ
ム
が
な
か
っ
た
こ
と
に
着

目
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総

領
事
館
の
発
案
で
設
立
さ
れ
た

日
系
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
初
代
発
起

人
代
表
と
し
て
も
当
地
日
系
社

会
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

本
間
氏
は
「
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
、
習
っ
た
こ
と
を
次
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
。
若
い
人
た
ち

は
、
視
野
を
広
め
、
何
か
自
分

が
世
界
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ

が
一
番
自
分
の
幸
せ
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

森
大
使
か
ら
叙
勲
伝
達
さ
れ
る
本
間
氏
（
左
）

マイナポータル上での「符号」の取得方法

（以下のサイトに３月 24 日公開予定）

https://img.myna.go.jp/
manual/03-10/0236.html

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://img.myna.go.jp/manual/03-10/0236.html
https://img.myna.go.jp/manual/03-10/0236.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/page22_004039.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/page23_004157.html


（5）　　 ［社　会］ 2025 年（令和 7 年）3 月 15 日（土）

麻
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
場
所

相
互
マ
ッ
プ
で
検
索

「めぐみへの誓い」NYで上映

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会や
世界への貢献のためさまざまな活動をしています。

■大学準備講座（全12回）
【対象学年】6年生～11年生と保護者
【講座内容】
・いつ頃からどんな準備を始めたらいいのか
・受験前に知っておきたいスカラシップ獲得方法
・日ごろの勉強方法
・特に重視されるエッセーの書き方
【講師】ライアン先生
20年以上にわたり日米両国で幅広い年齢や文化的
背景の違う学生や社会人、助けを必要としている
人を対象に英語教育に従事している。
●第1回講座
3月23日（日）大学受験の仕組みと準備
対象：保護者＆高校生
●  第2回講座
4月6日（日）Financial Aid ＆ 奨学金
対象：保護者＆高校生
【時間】13:30-14:30 + Q&A
【会場】12-17 Jackson Ave 1st Floor, LIC 11101 
(Kumon LIC)
【参加費】1セッション $25 （セット価格 $40）
参加申し込みと問い合わせ：
Eメール info@nyjalc.org

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

　

Ｎ
Ｙ
市
保
健
精
神
衛
生
局
は

同
局
に
登
録
の
申
請
が
あ
っ
た

ペ
ッ
ト
犬
で
、
特
に
多
か
っ
た

名
前
の
リ
ス
ト
を
公
表
し
た
。

２
０
２
４
年
は
５
万
１
８
６
３

匹
が
同
局
に
登
録
さ
れ
、
そ
の

う
ち
最
も
多
か
っ
た
名
前
は
３

年
連
続
で
ラ
テ
ン
語
で
月
を
意

味
す
る
「
ル
ナ
」
で
、
５
９
１

匹
が
登
録
さ
れ
た
。
２
位
は
22

年
に
１
位
だ
っ
た
「
ベ
ラ
」
の

５
３
１
匹
。
上
位
10
位
は
、
３

位
ミ
ロ
、
４
位
コ
コ
、
５
位
マ

ッ
ク
ス
、
６
位
チ
ャ
ー
リ
ー
、

７
位
テ
デ
ィ
、
８
位
ロ
ー
ラ
、

９
位
ロ
ッ
キ
ー
、
10
位
デ
イ
ジ

ー
。
犬
種
で
最
も
人
気
が
高
か

っ
た
の
は
登
録
２
４
９
８
匹
の

ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
テ
リ
ア
で
、
２

位
の
シ
ー
ズ
ー
に
関
し
て
は
、

う
ち
26
匹
は
名
前
も
「
シ
ー
ズ

ー
」
だ
っ
た
。

　

同
局
に
よ
る
と
飼
育
許
可
の

発
行
件
数
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
降
変
動
し
て
い
る
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
16
〜
20
年
は
平

均
７
万
４
０
０
０
匹
だ
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
が
ペ
ッ

ト
で
癒
や
し
を
求
め
た
21
年
は

10
万
８
３
１
２
匹
と
ピ
ー
ク
に

達
し
、
22
年
は
４
万
９
４
７
０

匹
に
減
少
し
た
。

ペット犬の名前
１位は３年連続で

ルナ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
拉
致
問
題
映
画

海
外
上
映
実
行
委
員
会
（
通
称

Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
は
４
月
６

日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

Ｊ
Ａ
Ａ
主
催
サ
ク
ラ
ヘ
ル
ス
フ

ェ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と

し
て
拉
致
問
題
映
画
『
め
ぐ
み

へ
の
誓
い
』（
原
作
・
脚
本
・

監
督
：
野
伏 

翔
）を
上
映
す
る
。

同
作
は
、
13
歳
の
時
に
北
朝
鮮

に
拉
致
さ
れ
た
横
田
め
ぐ
み
さ

ん
を
中
心
に
、
拉
致
被
害
者
と

そ
の
家
族
の
苦
悩
と
闘
い
を
描

い
た
ド
ラ
マ
。

　

新
潟
県
の
中
学
校
に
通
う
め

ぐ
み
は
部
活
か
ら
の
帰
り
道
に

拉
致
さ
れ
、
北
朝
鮮
へ
と
連
れ

て
行
か
れ
る
。
朝
鮮
語
を
覚
え

た
ら
帰
国
で
き
る
と
い
う
言
葉

を
信
じ
て
必
死
に
勉
強
す
る
め

ぐ
み
だ
っ
た
が
、
18
歳
に
な
っ

た
時
、
そ
の
約
束
が
嘘
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
り
、
絶
望
の
あ
ま

り
精
神
に
破
綻
を
き
た
し
て
し

ま
う
。
一
方
、
日
本
に
幼
い
子

ど
も
た
ち
を
残
し
て
拉
致
さ
れ

た
22
歳
の
田
口
八
重
子
は
、
若

い
工
作
員
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ヒ
の

日
本
人
化
教
育
の
教
師
と
な

り
、
姉
妹
の
よ
う
に
心
を
通
わ

せ
て
い
く
。
し
か
し
キ
ム
・
ヒ

ョ
ン
ヒ
は
、
大
韓
航
空
機
爆
破

事
件
の
実
行
犯
と
な
る
。
日
本

で
は
、
め
ぐ
み
の
両
親
と
そ
の

支
援
者
た
ち
が
必
死
の
署
名
活

動
を
続
け
て
い
た
。
出
演
は
、

菜
月
、
原
田
大
二
郎
、
石
村
と

も
子
、
大
鶴
義
丹
、
小
松
政
夫
、

仁
支
川
峰
子
、
坂
上
梨
々
愛
、

安
座
間
美
優
、
小
林
麗
菜
。

■
Ｎ
Ｙ
上
映
に
あ
た
っ
て
の
コ

メ
ン
ト
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人　

拉
致
問
題
映
画
海
外
上
映

実
行
委
員
会　

理
事
長　

山
下

政
治
氏
）「
こ
の
映
画
は
こ
れ

ま
で
に
米
国
で
７
回
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
て

７
回
の
上
映
会
を
し
て
い
ま

す
。
世
界
中
の
人
に
こ
の
映
画

を
観
て
い
た
だ
き
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
人
拉
致
事
件
が
あ
っ
た

事
実
を
知
ら
し
め
、
世
界
か
ら

の
世
論
の
喚
起
を
促
し
拉
致
問

題
の
解
決
の
糸
口
に
な
れ
ば
、

と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
米
国
最
大
都
市
の
Ｎ
Ｙ
で

の
上
映
会
に
は
大
き
な
期
待
を

し
て
い
ま
す
」。

拉
致
被
害
者
と
家
族

苦
悩
と
闘
い
を
描
く

　

麻
疹
（
は
し
か
）
の
感
染
拡

大
が
心
配
さ
れ
る
な
か
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
検
討
し
て
い
る
場

合
は
、
Ｎ
Ｙ
市
保
健
精
神
衛
生

局
は
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ヘ
ル
ス
の
ペ
ー
ジ

の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
地
図

で
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
麻
疹
、
風
疹
、

流
行
性
耳
下
腺
炎
混
合
）
や

報
を
入
手
で
き
る
。
同
局
は
、

麻
疹
感
染
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

完
全
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
「
麻

疹
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
て

い
れ
ば
一
生
免
疫
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
麻
疹
に
感
染
す
る
可

能
性
は
低
い
」と
伝
え
て
い
る
。

通
常
、
幼
児
は
生
後
12
か
月
で

最
初
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
、
４
〜
６
歳
で
２
回
目
を

接
種
す
る
。

　

日
本
の
厚
生
労
働
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
麻
疹
に
つ
い

て
「
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
急
性
の
全
身

感
染
症
で
、
空
気
感
染
、
飛
沫

感
染
、
接
触
感
染
で
、
ヒ
ト
か

ら
ヒ
ト
へ
感
染
が
伝
播
し
、
そ

の
感
染
力
は
非
常
に
強
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
免
疫
を
持
っ
て

い
な
い
人
が
感
染
す
る
と
ほ
ぼ

１
０
０
％
発
症
し
、
一
度
感
染

し
発
症
す
る
と
一
生
免
疫
が
持

続
す
る
」。 

「
感
染
す
る
と
約

10
日
後
に
発
熱
や
咳
、
鼻
水
と

い
っ
た
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が

現
れ
、
2
〜
3
日
熱
が
続
い
た

後
、
39
度
以
上
の
高
熱
と
発
疹

が
出
現
す
る
。
肺
炎
、
中
耳

炎
を
合
併
し
や
す
く
、
患
者

１
０
０
０
人
に
1
人
の
割
合
で

脳
炎
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
死
亡
す
る
割
合
も
、
先

進
国
で
あ
っ
て
も
１
０
０
０
人

に
1
人
と
の
こ
と
」
と
伝
え
て

い
る
。
ま
た
Ｎ
Ｙ
市
内
の
最

新
の
感
染
状
況
に
つ
い
て
は
、

在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
領
事
館
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

ny.us.em
b-japan.go.jp/

oshirase/2019-04-09.html

を
参
照
す
る
。

4月6日（日）
JAAで映画

そ
の
他
の
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
の
最
寄
り
の
接
種
場
所

を
検
索
で
き
る
。
こ
の
地
図

（https://a816-healthpsi.
nyc.gov/NYCHealthM

ap/
ServiceCategory/Vaccines

）

は
、
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
場

所
、
年
齢
、
支
払
い
方
法
で
条

件
を
絞
り
、
適
当
な
場
所
の
情

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
政
府
効
率

化
省
︵
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
︶
を
率
い
る

実
業
家
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏

と
ル
ビ
オ
国
務
長
官
が
６
日
の

閣
議
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
目

の
前
で
衝
突
し
た
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
６
日
付
電
子

版
が
報
じ
た
。
報
道
に
よ
れ
ば
、

マ
ス
ク
氏
は
ル
ビ
オ
国
務
長
官

が
﹁
誰
も
﹂
解
雇
せ
ず
、
政
権

が
進
め
る
人
員
削
減
の
推
進
に

抵
抗
し
て
い
る
と
非
難
。
こ
れ

に
対
し
ル
ビ
オ
長
官
は
、
国
務

省
の
職
員
１
５
０
０
人
が
早
期

退
職
制
度
を
利
用
し
て
い
る
と

反
論
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
７
日
の
記
者
会
見
で
報
道
内

容
を
否
定
。
質
問
し
た
記
者
に

対
し
﹁
衝
突
な
ど
な
い
。
私
は

実
際
そ
の
場
に
い
た
﹂
と
し
た

上
で
﹁
マ
ス
ク
氏
と
ル
ビ
オ
国

務
長
官
は
と
て
も
仲
が
良
く
、

２
人
と
も
素
晴
ら
し
い
仕
事
を

し
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
。

　
し
か
し
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

盟
友
と
さ
れ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

バ
ノ
ン
氏
は
７
日
、
自
身
の
番

組
﹁
ウ
ォ
ー
・
ル
ー
ム
﹂
で
マ

ス
ク
氏
を
﹁
侵
入
者
﹂
﹁
寄
生

的
な
不
法
移
民
﹂
﹁
本
当
に
邪

悪
な
人
間
﹂
と
酷
評
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

８
日
付
電
子
版
は
﹁
バ
ノ
ン
氏

と
マ
ス
ク
氏
の
間
の
長
年
に
わ

た
る
敵
意
﹂
が
原
因
で
あ
り
、

﹁
ト
ラ
ン
プ
氏
に
も
っ
と
ポ
ピ

ュ
リ
ス
ト
的
な
政
策
を
実
行
し

て
ほ
し
い
と
望
む
バ
ノ
ン
氏
の

よ
う
な
人
々
と
、
大
統
領
の
周

囲
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
マ

ス
ク
氏
に
代
表
さ
れ
る
超
富
裕

層
の
利
益
団
体
と
の
対
立
で
あ

る
﹂
と
報
じ
た
。

　
二
人
と
も
ト
ラ
ン
プ
氏
の

掲
げ
る
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
︵M

ake 
A

m
erica G

reat A
gain

︶

運
動
の
中
心
的
人
物
で
は
あ
る

が
考
え
方
は
か
な
り
差
が
あ

る
。
例
え
ば
マ
ス
ク
氏
は
高
技

能
労
働
者
の
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
を

支
持
し
て
い
る
が
、
バ
ノ
ン
氏

は
こ
れ
に
強
く
反
対
し
て
い

る
。
同
紙
に
よ
れ
ば
、
バ
ノ
ン

氏
は
マ
ス
ク
氏
や
他
の
ハ
イ
テ

ク
企
業
幹
部
の
よ
う
な
億
万
長

者
︵
そ
の
多
く
は
ト
ラ
ン
プ
氏

を
支
持
す
る
前
は
民
主
党
を
支

持
し
て
い
た
︶
は
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
運

動
を
捨
て
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と

警
告
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
バ
ノ
ン
氏
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
を
し
て
い
た
２
０
１
０

年
に
大
統
領
選
出
馬
を
考
え
て

い
た
ト
ラ
ン
プ
氏
と
出
会
っ

た
。
２
０
１
２
年
に
右
派
系
ニ

ュ
ー
ス
サ
イ
ト
の
ブ
ラ
イ
ト
バ

ー
ド
・
ニ
ュ
ー
ス
の
会
長
に
就

任
し
論
客
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
２
０
１
６
年
の
大

統
領
選
で
は
ト
ラ
ン
プ
陣
営
の

選
挙
対
策
本
部
長
と
な
り
、
第

一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
は
首
席

戦
略
家
を
務
め
た
。
ト
ラ
ン
プ

氏
や
閣
僚
ら
と
意
見
が
合
わ
な

い
こ
と
な
ど
に
よ
り
７
か
月
で

辞
任
し
た
も
の
の
、
２
０
２
０

年
の
大
統
領
選
は
不
正
だ
っ
た

と
主
張
す
る
な
ど
ト
ラ
ン
プ
支

持
は
変
わ
ら
な
い
。
一
方
の
実

業
家
の
マ
ス
ク
氏
は
、
も
と
も

と
は
民
主
党
支
持
者
で
ト
ラ
ン

プ
氏
の
政
策
に
批
判
的
だ
っ
た

が
23
年
の
大
統
領
選
で
応
援
し

て
い
た
フ
ロ
リ
ダ
州
の
ロ
ン
・

デ
サ
ン
テ
ィ
ス
知
事
が
失
速
し

た
こ
と
か
ら
考
え
を
変
え
、
ト

ラ
ン
プ
支
持
者
と
な
っ
た
。

マ
ス
ク
氏
今
度
は
バ
ノ
ン
氏
と

対
立
＝
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
報
道

https://www.reservestock.jp/events/998298
https://www.hondag.com
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/oshirase/2019-04-09.html
https://a816-healthpsi.nyc.gov/NYCHealthMap/ServiceCategory/Vaccines
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税
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特
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外
国
金
融
口
座
・
資
産
報
告
書

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

米
国
の
所
得
税
申
告
で
は
特

定
の
取
引
や
関
係
の
情
報
開
示

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
書

の
提
出
が
も
と
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
米
国
外
に
保
有
す

る
金
融
口
座
や
資
産
に
つ
い
て

報
告
す
る
外
国
金
融
口
座
報
告

書
と
外
国
金
融
資
産
報
告
書
は

多
く
の
読
者
の
方
に
影
響
の
あ

る
報
告
書
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
回
は
こ
れ
ら
２
つ

の
報
告
書
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

▽
外
国
金
融
口
座
報
告
書
： 

FinCEN Form 114, “Report 
of Foreign Bank and 
Financial
Accounts”

　

外
国
金
融
口
座
報
告
書
は
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
を
取
り
締

ま
る
た
め
の
報
告
書
で
、
米
国

財
務
省
に
対
し
て
米
国
外
に
保

有
す
る
口
座
情
報
を
開
示
し
ま

す
。
米
国
外
の
金
融
機
関
で
保

有
す
る
口
座
の
残
高
合
計
額
が

年
中
に
一
度
で
も
１
万
ド
ル
を

超
え
た
場
合
に
は
、
全
て
の
口

座
情
報
を
開
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
１
万
ド
ル
を
超
え
る

口
座
の
み
で
は
な
く
、
米
国
外

に
保
有
し
て
い
る
全
て
の
金
融

口
座
の
合
計
額
が
１
万
ド
ル
を

越
え
る
場
合
は
口
座
残
高
が

１
万
ド
ル
を
超
え
て
い
な
い
各

口
座
に
つ
い
て
も
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
期
日
は
確
定

申
告
の
期
日
と
同
じ
４
月
15
日

で
、
6
か
月
の
報
告
延
長
も
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
報
告
対
象

者
は
米
国
市
民
な
ら
び
に
米
国

居
住
者
で
、
米
国
非
居
住
者
は

報
告
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん

が
、
租
税
条
約
の
適
用
に
よ
り

非
居
住
者
と
な
る
方
は
報
告
対

象
者
に
含
ま
れ
ま
す
。
対
象
と

な
る
口
座
は
米
国
外
の
金
融
機

ま
た
は
夫
婦
個
別
申
告
者
で
年

末
で
５
万
ド
ル
か
、
年
中
に

７
万
５
０
０
０
ド
ル
を
超
え
る

場
合
（
夫
婦
合
算
申
告
者
は
倍

額
）
に
保
有
す
る
金
融
資
産
を

開
示
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
外
国

金
融
口
座
報
告
書
と
同
様
、
報

告
要
件
を
満
た
す
場
合

は
全
て
の
金
融
資
産
を

開
示
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
資

産
か
ら
所
得
が
発
生
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
所

得
が
申
告
書
の
ど
こ
に

記
載
さ
れ
て
い
る
か
も

報
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。報
告
対
象
者
、

金
額
要
件
、
報
告
内
容

な
ど
は
表
の
と
お
り
で

す
。

**

上
記
記
事
は
、
財

務
省
通
牒230

号

10.37

条(a)(2)

規
定

上
の
書
面
に
よ
る
税
務

ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の

基
準
を
満
た
す
た
め
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
記
事
中
の
情

報
は
す
べ
て
一
般
的
な

も
の
で
あ
り
、
特
定
の

個
人
も
し
く
は
事
業
体

の
状
況
へ
の
適
用
を
意

図
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
施
行
さ
れ
て
い

る
税
法
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
各
個
人
は

特
定
事
項
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
上
記
内
容
を
そ
の
ま
ま
適

用
す
る
の
で
は
な
く
、
実
状
に

基
づ
き
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
記
事
中
の
見
解
や
意

見
は
著
者
個
人
の
も
の
で
あ

り
、
必
ず
し
も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ

Ｌ
Ｐ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

関
で
保
有
す
る
銀
行
、
証
券
、

金
融
商
品
、
確
定
拠
出
年
金
口

座
や
、
資
産
価
値
の
あ
る
積
立

式
保
険
、
雇
用
主
が
提
供
す
る

財
形
や
持
株
会
な
ど
、
口
座
で

管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
法
人
名
義
の
口

座
に
署
名
権
が
あ
る
方
も
そ
の

口
座
を
報
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
報
告
を
怠
っ
た
場
合
に

は
厳
し
い
罰
則
が
課
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽
外
国
金
融
資
産
報
告
書
：

Form 8938, “
Statement of 

Financial Assets”

　

外
国
金
融
資
産
報
告
書
は
米

国
外
に
保
有
す
る
金
融
資
産
か

ら
得
た
所
得
を
正
確
に
報
告
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

趣
旨
の
報
告
書
で
、
連
邦
税
確

定
申
告
書
の
一
部
と
し
て
提
出

し
ま
す
。
米
国
外
に
保
有
す
る

金
融
資
産
の
合
計
額
が
、
独
身

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（48）

　

新
し
い
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
Ｄ

さ
ん
と
数
回
お
会
い
し
ま
し

た
。
性
的
な
繋
が
り
を
含
め
た

恋
愛
関
係
の
破
綻
を
機
に
自
分

を
見
つ
め
直
し
た
い
、と
の
事
。 

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
自
己

開
示
が
深
ま
っ
た
前
回
、
話
題

が
子
供
時
代
に
受
け
た
い
じ
め

に
転
じ
ま
し
た
。
当
時
、
両
親

か
ら
愛
情
深
く
支
え
ら
れ
た
と

回
顧
し
ま
す
が
現
在
の
親
子
関

係
は
あ
ま
り
快
く
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
理
由
を
尋
ね
ま
し
た
。 

　

思
春
期
、
あ
る
出
来
事
を
き

っ
か
け
に
、
ご
両
親
か
ら
そ
れ

　

例
え
ば
、
家
族
で
映
画
を
観

る
際
、
彼
ら
を
刺
激
す
る
描
写

の
有
無
を
事
前
確
認
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
ご
自
身

の
悩
み
な
ど
「
話
せ
る
わ
け
も

な
い
」
と
親
子
間
の
役
割
の
反

転
を
示
唆
。 

　

役
割
の
逆
転
は
意
図
せ
ず
と

も
起
こ
り
ま
す
。
親
の
役
割
を

担
う
子
は
、
守
ら
れ
た
環
境
で

失
敗
や
成
功
を
体
験
す
る
機
会

を
奪
わ
れ
て
感
情
処
理
能
力
を

育
め
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
人
間

関
係
の
構
築
に
困
難
を
感
じ
ま

す
。 

　
「
何
と
な
く
そ
ん
な
気
が
し

て
い
た
」
と
Ｄ
さ
ん
。
得
ら
れ

な
か
っ
た
子
供
時
代
・
思
春
期

を
疑
似
体
験
し
、
奪
わ
れ
た
時

間
へ
の
喪
失
感
を
可
視
化
し
て

対
処
す
る
方
法
を
提
案
し
ま
し

た
。 

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

親
子
関
係
ー
役
割
の
反
転

ぞ
れ
が
幼
少
期
に
受
け
た
性
的

虐
待
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
Ｄ
さ
ん
は
パ
ニ
ッ
ク
に

陥
り
ま
し
た
が
、
い
じ
め
の
体

験
か
ら
相
談
で
き
る
友
達
も
な

い
ま
ま
、
ご
両
親
の
心
の
平
穏

を
最
優
先
に
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）

は
３
月
25
日
（
火
）
午
後
６

時
か
ら
、「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」

紙
で
の
コ
ラ
ム
連
載
が
通
算

２
０
０
回
を
迎
え
た
介
護
業
界

の
専
門
家
、
西
村
栄
一
氏
を
講

師
に
迎
え
た
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本

の
介
護
事
情
」
を
開
催
す
る
。

会
場
は
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
会
館

（
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
）
で

対
面
式
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ど
ち
ら
で
も

参
加
で
き
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
で
実
施
す
る
。

　

当
日
は
、「
日
本
の
介
護
事

情
：
制
度
の
理
解
、
介
護
施
設

契
約
書
の
読
み
方
、
そ
し
て
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
の
探
し
方
」
と
題

し
、
①
複
雑
化
す
る
介
護
制
度

の
理
解
。
②
業
界
の
デ
ジ
タ
ル

化
と
遠
隔
介
護
。
③
認
知
症
と

精
神
疾
患
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
有
効
性
。
④
介
護
を
楽

し
む
！
⑤
介
護
ト
ラ
ブ
ル
を
乗

り
越
え
て
。
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク

を
西
村
氏
が
分
か
り
や
す
く
解

説
す
る
。
参
加
費
無
料
、
日
系

人
会
の
会
員
で
な
く
て
も
誰
で

も
参
加
で
き
る
。
ま
た
、
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
に
時
間
が
許
せ
ば

無
料
相
談
会
も
行
う
予
定
。

　

講
師
の
西
村
氏
は
、（
株
）

ヘ
ル
プ
ズ
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
審
査
員
、

大
阪
公
立
大
学
院
都
市
経
営
修

士
。
16
年
間
で
１
２
０
０
以
上

の
取
引
先
を
持
ち
、
全
国
の
介

護
事
業
所
や
行
政
向
け
に
運
営

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
障
害
者

支
援
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
運
営

す
る
ほ
か
、
介
護
事
業
に
関
す

る
著
書
も
多
数
。
今
回
６
年
ぶ

り
に
Ｎ
Ｙ
で
講
演
す
る
西
村
さ

ん
は
「
前
回
か
ら
大
き
く
変
革

し
た
２
０
２
５
年
の
日
本
の
介

護
業
界
と
そ
の
事
情
や
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
介
護
は
私
た
ち

が
望
む
『
幸
せ
に
満
ち
た
理
想

郷
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
な
の
か
、

ま
た
は
『
デ
ス
ト
ピ
ア
』
な
の

か
な
ど
、
Ａ
Ｉ
機
能
で
検
索
し

て
も
出
て
こ
な
い
介
護
現
場
の

事
情
を
お
話
し
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
る
。
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@jaany.org

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
ま
で
参
加
方
法
を

伝
え
て
申
し
込
む
（
対
面
式
は

会
場
の
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
る
）。

西
村
栄
一
氏

「
日
本
の
介
護
事
情
」
セ
ミ
ナ
ー
開
催

３
月
25
日 

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で

外国金融口座報告書
FinCEN Form 114　

外国金融資産報告書
Form 8938

提出先 Department of the Treasury IRS （申告書に添付）
提出期限 申告書提出期限延長可能 申告書提出期日延長可能
対象者 米国市民、米国居住者（租税条約による非

居住者も含む）
米国市民、米国居住者（租税条約による非

居住者は対象外）
金額要件 外国金融口座の合計残高が一度でも1万ド

ル超過
米国居住者－年末時点で5万 /年中7万5000
ドル（合算申告者10万 / 15万ドル）超過
米国外居住者－外国資産が20万／30万ドル
（合算申告者40万 / 60万ドル）超過

報告内容** 銀行口座、証券、金融商品口座,日本型
401K*、個人年金*、財形、持株会、積立式保
険、法人名義で署名権を有する口座など

銀行口座、証券、金融商品口座、日本型
401K*、個人年金*、財形、持株会、積立式保
険、確定給付年金*、会社持分、ヘッジファン
ドなど米国金融機関の海外支店や子会社

は除く
罰則 報告書提出遅延16,117ドル、故意の場合は

161,166ドルか口座残高総額の50% のいず
れか高い金額

報告書提出遅延1万ドル、当局からの督促
にも関わらず引き続き報告書提出遅延の

場合には1万 ～ 6万ドルなど
*受給権が成立し、喪失の危険性がないもの
**仮想通貨については、現状報告対象とならない場合もあるが、保守的な判断として報告することが望ましいといえる

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://myriverside.net/home
http://www.yamagatadental.net/
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
経
営
者
、
お

よ
び
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
活
性

化
と
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

結
束
を
よ
り
高
め
る
目
的
で
、

日
本
ク
ラ
ブ
主
催
、Reinvent 

Ｎ
Ｙ
運
営
に
よ
る
「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
・
経
営
者
の
会
キ
ッ
ク

オ
フ 

」イ
ベ
ン
ト
が
18
日（
火
）

午
後
6
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　

Reinvent NY

は
、
日
本
ク

ラ
ブ
と
昨
年
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
中
小

企
業
オ
ー
ナ
ー
ら
の
活
性
化

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き

た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
日
本
ク
ラ

ブ
の
１
２
０
年
に
渡
る
伝
統
と

共
創
の
精
神
、
Ｎ
Ｙ
で
奮
闘
す

る
経
営
者
を
よ
り
活
性
化
し
た

い
と
い
う
背
景
、
Ｎ
Ｙ
に
強
固

な
経
営
者
の
助
け
合
い
の
場
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
た
い
と

い
う
共
通
の
思
い
か
ら
開
催

さ
れ
る
。Reinvent NY
は
、

２
０
２
３
年
初
頭
か
ら
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
経
営
者
の
会
」
と
題

し
て
、
経
営
者
を
集
め
た
会
を

9
回
ほ
ど
企
画
、
毎
回
30
人
ほ

ど
が
参
加
、
累
計
で
２
５
０
人

以
上
の
経
営
者
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
主
催
者
挨
拶
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
、
フ
ァ

ン
ド
関
連
、
製
造
業
・
プ
ロ

ダ
ク
ト
関
連
な
ど
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
3
人
）
に
よ
る
ス
ピ

ー
チ
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
る
。

参
加
対
象
は
起
業
家
、
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
、
会
社
員
、
学
生
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
あ
る
人
な

ど
。
各
社
2
人
程
度
ま
で
。
会

場
は
日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁

目
１
４
５
番
地
）。
参
加
費
無

料
。
申
し
込
み
はhttps://

docs.google.com/forms/
d/1xxRbg3W

yqlh3h6pOl
Kc75ExYft5Ki1iM

qD2dW
DXLEEU/viewform?edit_
requested=true&pli=1

Ｎ
Ｙ
の
中
小
企
業
主

日
本
ク
ラ
ブ
で
18
日
交
流
会

スタートアップ支援
「If all time is eternally 

present, all tim
e is 

unredeemable.

」 T.S. Eliot

冬
の
刑
務
所

　

真
冬
の
朝
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

郊
外
に
あ
る
、
そ
の
刑
務
所
を

訪
ね
た
。
受
付
の
警
官
に
「
囚

人
に
面
会
に
来
た
弁
護
士
だ
」

と
伝
え
る
と
、
す
ぐ
に
通
し
て

く
れ
た
。
分
厚
い
鋼
鉄
の
扉
が

ス
ラ
イ
ド
し
て
開
く
。
中
へ
進

む
と
後
ろ
で
そ
の
扉
は
閉
ま
っ

た
。
も
う
一
つ
鋼
鉄
の
扉
が
開

く
。

　

面
会
エ
リ
ア
は
そ
の
先
に
あ

っ
た
。
多
く
の
ブ
ー
ス
が
あ

り
、
ア
ク
リ
ル
ガ
ラ
ス
越
し
に

電
話
で
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
広
い
エ
リ
ア
だ
が
、
ま

だ
誰
も
い
な
い
。
静
か
だ
。

す
べ
て
を
失
う
と
き
、
失
意
と

混
乱

　
「
色
々
な
も
の
を
一
つ
一
つ

失
っ
て
い
く
、
そ
れ
が
人
生

だ
」、
そ
ん
な
こ
と
を
誰
か
が

言
っ
て
い
た
気
が
す
る
が
、
時

に
は
ど
う
し
て
も
一
度
に
多
く

を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
築
い
た
全
て
を

失
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
時

だ
。

　

メ
デ
ィ
ア
は
成
功
し
た
人
た

ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
溢
れ
て
い

る
が
、
転
落
し
て
消
え
て
い
く

人
た
ち
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
あ
ま

り
語
ら
れ
な
い
。
す
べ
て
を
失

い
消
え
ゆ
く
自
分
に
は
ス
ト
ー

リ
ー
も
無
い
の
か
。
古
典
悲
劇

の
典
型
と
し
て
、
人
格
が
招
く

必
然
的
な
悲
劇
と
い
う
も
の
が

あ
る
が
、自
分
の
性
格
や
行
動
、

そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト

の
全
て
が
、
い
ま
の
こ
の
状
況

を
導
き
込
み
転
落
す
る
と
い
う

の
が
、
自
分
と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
の
必
然
だ
っ
た
の
か
。

　

冒
頭
に
引
用
し
た
の
は
Ｔ

Ｓ
エ
リ
オ
ッ
ト
の
「Fourt 

Quartets

」
の
一
節
だ
が
、

過
去
・
現
在
・
未
来
が
一
つ

の
も
の
だ
と
し
た
ら
、
も
う

そ
こ
に
救
済
は
あ
り
え
な
い

（unredeemable

）
と
い
う
。

そ
れ
が
残
酷
な
現
実
な
の
か
。

　

失
意
と
孤
独
に
、
想
い
は
め

ぐ
り
混
乱
す
る
。

そ
の
と
き
自
分
は

　

も
し
自
分
が
そ
う
い
う
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
正

気
で
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
生

き
て
い
く
道
筋
を
見
い
だ
す
こ

と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
時
こ
そ
、
自
分
の
真
価
が
問

わ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ

が
。

　

シ
ラ
ー
は
「
男
は
一
人
で
い

る
と
き
が
最
も
強
い
」
と
言
っ

て
い
る
が
、
す
べ
て
を
失
っ
て

本
当
に
一
人
に
な
っ
た
と
き
、

自
分
は
強
く
生
き
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。

意
外
と
人
は
静
か
に
強
い

　

筆
者
は
仕
事
柄
、
多
く
を
失

う
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
人
達

に
多
く
寄
り
添
っ
て
き
た
。
そ

の
な
か
に
は
い
わ
ゆ
る
「
業
界

の
重
鎮
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

大
物
た
ち
も
い
た
し
、
い
わ
ゆ

る
中
間
管
理
職
と
い
う
立
場
の

人
達
も
い
た
。
そ
の
よ
う
な
人

達
が
、
深
刻
な
窮
地
に
陥
っ
た

と
き
、
ど
う
立
ち
振
る
舞
っ
た

だ
ろ
う
か
。

　

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
逆
境

を
認
識
し
て
観
念
し
た
と
き
、

そ
れ
ら
全
て
の
人
達
が
静
か
に

状
況
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ

と
だ
。
誰
一
人
と
し
て
泣
き
叫

ん
だ
り
愚
痴
を
並
べ
る
人
は
い

な
か
っ
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
の
高
み
を
極
め
た

か
ら
こ
そ
、
そ
こ
か
ら
の
落
差

が
大
き
い
人
た
ち
も
、
ま
だ
道

半
ば
で
無
念
や
る
か
た
な
い
人

た
ち
も
、
そ
の
並
々
な
ら
ぬ
筈

の
失
意
は
殆
ど
表
情
に
出
さ
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
真
意
を
隠
し

て
い
た
の
で
は
な
く
、
な
ん
ら

か
の
考
え
や
想
い
に
た
ど
り
着

い
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
と
思

う
。
そ
れ
は
「
自
分
な
ら
こ
こ

か
ら
立
ち
直
れ
る
」
と
い
う
自

信
な
の
か
、「
こ
こ
は
何
と
か

耐
え
て
行
こ
う
」
と
い
う
覚
悟

な
の
か
。
そ
れ
と
も
、
人
と
の

触
れ
あ
い
や
、
吹
っ
切
れ
た
こ

と
に
よ
る
、
新
た
な
思
い
な
の

か
。

　

そ
し
て
多
く
の
人
達
が
そ
こ

か
ら
復
活
し
て
い
っ
た
。

冬
の
青
空

　

面
会
所
で
今
後
の
戦
略
の
打

ち
合
わ
せ
を
終
え
て
刑
務
所
を

出
た
。
駐
車
場
の
灰
色
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
う
え
を
氷
点
下
の

冷
た
い
風
が
吹
き
つ
け
て
く

る
。

　

車
に
乗
り
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
出

る
。
ふ
と
見
上
げ
る
と
、
は
っ

と
す
る
よ
う
な
快
晴
の
青
空
だ

っ
た
。

（
齋
藤
康
弘
・
米
国
訴
訟
弁
護

士
）

2転
落
の
後
を
生
き
る

　

日
本
人
の
た
め
の
ア
メ
リ

カ
携
帯
電
話
「HanaCell

（
ハ

ナ
セ
ル
）」
は
3
月
31
日
ま
で
、

新
生
活
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
中
。
期
間
中
、
ア
メ

リ
カ
長
期
滞
在
向
け
Ｓ
Ｉ
Ｍ
・ eSIM

を
セ
ー
ル
価
格
で
販
売

し
て
い
る
。

　

物
理
Ｓ
Ｉ
Ｍ
は
通
常
価
格
15

ド
ル
が
40
％
オ
フ
の
９
ド
ル
、

商
品
は
日
本
ま
た
は
ア
メ
リ
カ

へ
送
料
無
料
。eSIM

は
通
常

価
格
９
ド
ル
が
33
％
オ
フ
の
６

ド
ル
、
商
品
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

受
け
取
り
、即
日
開
通
も
可
能
。

加
入
時
の
事
務
手
数
料
な
し
、

税
金
の
追
加
な
し
。
渡
米
前
で

も
、
開
通
日
を
選
べ
る
の
で
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
ア
メ

リ
カ
で
使
う
ス
マ
ホ
の
準
備
を

済
ま
せ
ら
れ
る
。
ハ
ナ
セ
ル
の

ア
メ
リ
カ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
・eSIM

は

加
入
か
ら
問
い
合
わ
せ
、
解
約

ま
で
す
べ
て
日
本
語
で
公
式
サ

イ
ト
か
ら
行
え
る
。
申
し
込

み
・
詳
細
はhttps://www.

hanacell.com/phones/usa-
sim.php

を
参
照
す
る
。

米国長期滞在 SIM
最大 40%オフ
ハナセル新生活応援キャンペーン

経営者たちの助け合いのコミュニティ作り目指す

　

林
芳
正
内
閣
官
房
長
官
は
７

日
、
午
前
10
時
25
分
か
ら
約
25

分
間
、
外
務
省
の
招
へ
い
で
来

日
し
た
、
米
国
各
地
に
お
い
て

指
導
的
立
場
で
活
躍
す
る
在
米

日
系
人
一
行
10
人
と
オ
ー
ド
リ

ー
・
ヤ
マ
モ
ト
米
日
カ
ウ
ン
シ

ル
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
表
敬
を
受

け
た
。
林
官
房
長
官
は
一
行
の

訪
日
を
歓
迎
し
「
日
系
人
の
皆

様
が
苦
労
の
末
、
米
国
で
勝
ち

取
っ
て
き
た
信
頼
と
尊
敬
は
、

今
日
の
強
固
な
日
米
関
係
の
礎

で
あ
り
、日
本
政
府
と
し
て
も
、

日
米
両
国
間
の
信
頼
関
係
を
更

に
強
化
す
る
た
め
、
在
米
日
系

人
の
方
々
と
の
関
係
を
更
に
強

化
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
一
行

か
ら
は
、
今
回
の
招
へ
い
に
深

い
感
謝
の
意
が
表
明
さ
れ
る
と

と
も
に
、
在
米
日
系
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
更
な
る
活
性
化
に
向

け
て
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
の

発
言
が
あ
っ
た
。
２
０
０
０
年

の
開
始
以
来
、
２
４
７
人
が
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い

る
。
今
回
の
参
加
者
に
は
エ
リ

ザ
ベ
ス
・
タ
ミ
コ
・
オ
オ
オ
カ 

(

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ブ
ル

ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド)

、
古
本
不

動
産
株
式
会
社
社
長
兼
最
高
執

行
責
任
者
が
い
る
。

在
米
日
系
人
リ
ー
ダ
ー
一
行

林
内
閣
官
房
長
官
表
敬

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
http://kkobo.com/
http://rblpartners.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://docs.google.com/forms/d/1xxRbg3Wyqlh3h6pOlKc75ExYft5Ki1iMqD2dWDXLEEU/viewform?edit_requested=true&pli=1
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国
際
女
性
デ
ー
２
０
２
５
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が
3
月
10
日
、

国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
す
べ
て
の

女
性
と
少
女
の
た
め
に
、
権

利
・
平
等
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
を
」、
北
京
宣
言
と
行
動
綱

領
の
採
択
か
ら
30
周
年
を
迎
え

る
。
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
や
女
性

団
体
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
集
結

し
、
過
去
30
年
の
進
展
を
振
り

返
り
人
間
平
等
の
未
来
を
議
論

し
て
い
る
。
21
日
ま
で
続
く
。

１
． 

北
京
宣
言
＋
30
の
進
展

と
課
題
の
再
評
価

　

１
９
９
５
年
に
採
択
さ
れ
た

北
京
宣
言
は
、
女
性
の
権
利
推

２
０
２
５
年
国
際
女
性
デ
ー
Ｃ
Ｓ
Ｗ
69

「
す
べ
て
の
女
性
と
少
女
の
た
め
に
：

権
利
。
平
等
。
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
」

進
の
指
針
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
２
０
２
５

年
の
女
性
の
地
位
委
員
会
（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
69
）
で
は
、
そ
の
進
捗
状

況
を
検
証
し
、
女
性
の
政
治
・

経
済
的
参
加
、
賃
金
格
差
の
是

正
、
性
暴
力
の
撲
滅
な
ど
の
課

題
が
議
論
さ
れ
た
。

２
． 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
連
性

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

５
）
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の

中
心
課
題
で
あ
る
。
２
０
３
０

年
ま
で
に
す
べ
て
の
女
性
と
少

女
の
権
利
を
確
保
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
教
育

機
会
の
格
差
、
労
働
市
場
へ
の

参
入
低
迷
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
不
足
な
ど
多
く
の
障
壁
が

残
る
。
国
や
地
域
別
レ
ビ
ュ
ー

か
ら
今
後
の
政
策
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
。

３
． 

国
連
総
長
と
各
事
務
局

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

３
月
7
日
の
国
連
本
部
で
の

事
前
会
合
で
は
、
国
連
が
活
動

家
、
芸
術
家
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、

人
権
擁
護
団
体
と
共
に
、
女
性

の
卓
越
性
を
称
え
、
未
来
に
向

け
た
行
動
を
呼
び
か
け
た
。

　

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長

は
、「
女
性
と
女
児
が
立
ち
上

が
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
が
成
長

す
る
」
と
述
べ
、
女
性
の
社
会

進
出
の
重
要
性
を
強
調
。
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
カ
ネ
ム
事
務
局
長
は
、

「
多
様
性
を
持
つ
す
べ
て
の
女

性
と
少
女
の
た
め
に
、
緊
急
性

を
も
っ
て
団
結
し
前
進
し
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
国
連

ウ
ィ
メ
ン
ズ
の
バ
フ
ー
ス
事
務

局
長
は
、「
私
た
ち
は
す
べ
て

の
女
性
と
女
児
の
権
利
、平
等
、

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え

た
。

４
．
未
来
に
向
け
て

　

国
際
女
性
デ
ー
は
、
女
性
の

権
利
向
上
を
再
確
認
す
る
重
要

な
日
だ
。
２
０
２
５
年
は
例
年

よ
り
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
、

女
性
の
社
会
的
な
地
位
向
上
の

重
要
性
を
発
信
し
て
い
る
。
日

本
で
は
「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ー
チ

東
京
２
０
２
５
」
も
開
催
さ
れ

た
。北
京
＋
30
の
節
目
の
今
年
、

私
た
ち
は
、
よ
り
包
括
的
な
社

　

成
分
の
効
果
効
能
に
こ
だ
わ

っ
た
独
自
の
高
級
基
礎
化
粧
品

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
コ
ス
メ

プ
ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社

東
京
・
荒
木
勝
也
代
表
）
は
、

３
月
31
日
ま
で
、
米
国
在
住
の

顧
客
に
向
け
た
春
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
中
。

　

期
間
中
は
、
ほ
ぼ
全
商
品
が

30
％
割
引
に
な
る
。
ま
た
、
注

文
ご
と
に
台
紙
サ
ン
プ
ル
、
ミ

ル
ク
ロ
ー
シ
ョ
ン
サ
ン
プ
ル
、

ヘ
ア
ケ
ア
サ
ン
プ
ル
セ
ッ
ト
、

サ
ボ
ン
10
グ
ラ
ム
、
各
１
点
が

全
員
に
進
呈
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

１
０
０
ド
ル
以
上
の
購
入
で
バ

イ
オ
セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ェ
イ
ス
マ

ス
ク
１
包
も
進
呈
さ
れ
る
。
ま

た
、
２
０
０
ド
ル
以
上
の
購
入

の
場
合
は
郵
送
料
も
無
料
に

な
る
。
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.cosmeproud.
com

、
ま
た
は
本
紙
今
週
号
の

３
面
広
告
を
参
照
。

コスメプラウド

米顧客向け春の
キャンペーン実施中

ノ
フ
リ
バ
イ
ブ
で

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

会
を
築
く
責
任
を
再
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。

■
古
市
裕
子
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

在
Ｎ
Ｙ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・

ラ
イ
タ
ー
。
Ｎ
Ｙ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ

ン
社
代
表
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
研
究
所
属
。
元
ジ
ェ
ト

ロ
勤
務
。
著
書
『
欧
米
企
業
に

学
ぶ
・SDGs

転
換
ピ
ボ
ッ
ト

戦
略
の
現
在
：
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

×
次
世
代
×
企
業
価
値
』(

新

潮
社)

・『
ザ
・
パ
ー
パ
ス: 

何

の
た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価
値

を
提
供
す
る
の
か
』（
リ
ス
ナ

ー
ズ
出
版
）

　
日
本
国
内
の
ヘ
ア
サ
ロ
ン
で

注
目
さ
れ
て
い
る
新
し
い
ヘ
ア

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
﹁
ノ
フ
リ
バ

イ
ブ
﹂
の
業
者
向
け
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
３
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
の
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

　
同
製
品
は
、
薬
剤
を
い
っ
さ

い
使
わ
な
い
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

で
、
素
材
美
を
追
求
し
、
髪
の

毛
を
輝
か
せ
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン

を
作
る
の
が
特
徴
。
施
術
方
法

が
従
来
の
製
品
よ
り
も
簡
単
に

な
り
、
仕
上
が
り
が
浸
透
力
が

上
が
っ
た
こ
と
で
向
上
し
、
初

め
て
使
用
す
る
美
容
・
理
容
師

で
も
取
り
入
れ
や
す
く
、
極
め

れ
ば
さ
ら
に
結
果
を
出
せ
る
可

能
性
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

　
製
造
発
売
元
の
株
式
会
社
ハ

リ
ス
の
天
野
昇
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
よ
る
と
、
進
化
し
た
の
は
、

メ
イ
ン
の
成
分
と
な
る
グ
リ
オ

キ
シ
ル
酸
の
低
分
子
化
に
成
功

し
た
こ
と
だ
と
い
う
。﹁
従
来

の
製
品
は
、
髪
の
毛
の
細
胞
に

浸
透
さ
せ
る
た
め
に
通
り
道
を

作
っ
て
浸
透
さ
せ
た
が
、
ノ
フ

リ
バ
イ
ブ
は
、
低
分
子
化
し
た

こ
と
で
浸
透
力
が
上
が
り
、
そ

の
ま
ま
で
も
浸
透
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
分
、
持
ち
も
よ

く
な
り
ま
し
た
﹂と
説
明
す
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
ヘ

ア
サ
ロ
ン
、
モ
モ
タ
ロ
ー
で

も
既
に
導
入
し
て
い
て
﹁
評

判
は
よ
い
﹂︵
サ
ミ
ー
宮
本
さ

ん
︶
と
い
う
。
サ
ロ
ン
価
格
は

９
８
０
０
円
︵
税
別
︶。
商
品

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー

ル am
anoakira0314@

gm
ail.com

　
ま
で
。

Ｎ
Ｙ
で
業
者
向
け
説
明
会
を
開
催

http://www.easeny.com/
https://hinomaru-limo.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.cosmeproud.com
mailto:amanoakira0314@gmail.com
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住民の 3分の 2がアジア系の街

フラッシング

　

テ
キ
サ
ス
州
の
ダ
ン
・
パ
ト

リ
ッ
ク
副
州
知
事
（
共
和
党
）

は
３
日
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ス
ト
リ
ッ
プ
・
ス
テ
ー
キ
」
を

「
テ
キ
サ
ス
・
ス
ト
リ
ッ
プ
・

ス
テ
ー
キ
」
に
改
名
す
る
べ
き

だ
と
Ｘ
上
に
投
稿
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ス
テ
ー
キ
店
業
界
で

波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。

　

同
副
州
知
事
は
、
同
州
で
牛

肉
の
消
費
促
進
活
動
を
行
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
テ
キ
サ
ス
・
キ
ャ
ト

ル
・
フ
ィ
ー
ダ
ー
ズ
と
キ
ャ

ト
ル
・
レ
イ
ザ
ー
ズ
を
訪
れ
、

１
２
２
０
万
頭
と
い
う
国
内
最

大
級
の
テ
キ
サ
ス
州
の
牛
の
畜

産
を
さ
ら
に
奨
励
す
る
考
え
に

至
っ
た
と
い
う
。
パ
ト
リ
ッ
ク

副
州
知
事
は
「
19
世
紀
に
Ｎ
Ｙ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
テ
キ
サ
ス
州

産
牛
肉
の
ス
テ
ー
キ
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ス
ト
リ
ッ
プ
と
名
付

け
た
が
、
そ
う
呼
び
続
け
る
必

要
性
は
な
い
。
テ
キ
サ
ス
で
生

産
さ
れ
た
テ
キ
サ
ス
・
ブ
ラ
ン

ド
は
テ
キ
サ
ス
州
の
経
済
と
雇

用
の
た
め
だ
。
リ
ベ
ラ
ル
な
Ｎ

Ｙ
は
、
懸
命
に
働
い
て
い
る
畜

産
家
た
ち
の
恩
恵
を
受
け
る
べ

き
で
は
な
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

牛
の
背
中
部
分
の
シ
ョ
ー
ト

ロ
イ
ン
を
使
う
ス
ト
リ
ッ
プ
・

ス
テ
ー
キ
は
、
Ｎ
Ｙ
市
で
創
業

１
９
７
年
の
老
舗
高
級
レ
ス
ト

ラ
ン
「
デ
ル
モ
ニ
コ
ス
」
が
メ

ニ
ュ
ー
に
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ス
ト
リ
ッ
プ
」
と
載
せ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
全
国
的
に
ス

ト
リ
ッ
プ
・
ス
テ
ー
キ
と
言
え

ば
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
ト
リ

ッ
プ
」
と
通
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
３
日
付
の
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト

紙
電
子
版
の
記
事
は
、
同
店
の

反
応
と
し
て
「
ス
ト
リ
ッ
プ
・

ス
テ
ー
キ
を
開
発
し
た
の
は
デ

ル
モ
ニ
コ
ス
で
あ
り
、
全
国
的

に
メ
ニ
ュ
ー
や
肉
店
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ス
ト
リ
ッ
プ
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
」
と
し
、
メ
ニ

ュ
ー
名
を
変
え
る
予
定
は
な

い
、
と
伝
え
て
い
る
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
は
、
Ｎ
Ｙ
市
内
で
最
も
大
き

い
中
華
街
が
あ
り
、
目
抜
き
通

り
の
交
差
点
は
Ｎ
Ｙ
市
で
3
番

目
の
賑
わ
い
の
あ
る
、
住
民
の

３
分
の
２
が
ア
ジ
ア
系
の
街
。

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
街
の

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

一
面
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
は
か
つ
て
、
米
国
で
宗

教
の
自
由
が
誕
生
し
、
奴
隷
解

放
活
動
に
も
深
く
関
係
が
あ
っ

た
場
所
。
宗
教
の
自
由
に
は
ク

エ
ー
カ
ー
教
徒
の
存
在
が
大
き

く
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
指
導

者
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ボ
ウ
ン

（Bowne

）
は
、
植
民
地
総
督

ス
タ
イ
ヴ
ァ
サ
ン
ト
の
意
に
反

し
、
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
集
会
を

開
き
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

逮
捕
が
の
ち
に
、
植
民
地
そ
し

て
米
国
で
の
宗
教
の
自
由
を
得

る
事
に
繋
が
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ボ
ウ
ン
の
子
孫
は
、「
ア

ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
レ
イ
ル

ロ
ー
ド
」
と
言
わ
れ
た
北
部
へ

の
奴
隷
亡
命
を
手
伝
う
秘
密
組

織
活
動
や
奴
隷
制
度
廃
止
運
動

に
尽
力
し
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
後
々
の
社
会
に
功

績
を
残
し
た
人
々
の
足
跡
も
あ

り
ま
す
。
逃
亡
奴
隷
の
息
子
ル

イ
ス
・
ラ
テ
ィ
マ
は
独
学
で
製

図
者
そ
し
て
発
明
家
と
な
り
、

電
話
の
ベ
ル
や
エ
ジ
ソ
ン
と
働

い
た
人
。
ま
た
、
造
園
家
サ
ミ

ュ
エ
ル
・
ボ
ウ
ン
・
パ
ー
ソ
ン

ズ
は
、
日
本
の
紅
葉
を
は
じ
め

米
国
に
数
百
の
植
物
を
紹
介
し

た
人
で
す
。

　

加
え
て
、
街
に
は
21
の
歴
史

的
建
築
物
を
巡
る
「
フ
ラ
ッ
シ

ン
グ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
・
マ
イ
ル
」

と
呼
ば
れ
る
散
策
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
ク
ィ
ー
ン
ズ
で
一
番

古
い
建
築
物
の
ボ
ウ
ン
の
家
、

Ｎ
Ｙ
市
で
最
も
古
い
礼
拝
所
の

ク
エ
ー
カ
ー
集
会
所
、
Ｎ
Ｙ
市

で
一
番
古
い
公
立
の
フ
ラ
ッ
シ

ン
グ
高
校
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
街
外
れ
に
あ
る
見
事
な

ヒ
ン
ズ
ー
教
寺
院
は
米
国
で
2

番
目
に
古
く
、
街
は
古
い
建
物

づ
く
し
で
す
。

　

か
つ
て
、
宗
教
の
自
由
、
奴

隷
の
自
由
を
目
指
し
た
フ
ラ
ッ

シ
ン
グ
。
現
在
も
多
数
の
宗
教

施
設
を
有
し
、
中
華
街
だ
け
で

は
な
い
奥
深
い
魅
力
が
あ
る
街

で
す
。

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

兵
庫
県
明

石
市
出
身
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
在
住
。
週
末
、
街
歩
き
グ

ル
ー
プ
と
共
に
、
未
知
な
る
Ｎ

Ｙ
市
内
を
元
気
に
探
索
中
。
ブ

ロ
グ
「
見
タ
イ
知
り
タ
イ
！
行

っ
た
気
に
な
る
歴
史
と
散
策
」

を
主
宰　

https://kkykm-m.
com/

No.2

ストリップ
ステーキを改名
テキサス州副知事

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
サ
ニ
ー
サ
イ

ド
の
ボ
ン
カ
フ
ェ
内
で
営
業
す

る
創
業
１
９
７
４
年
の
老
舗

「
竹
寿
司
」（
ク
イ
ー
ン
ズ
ブ
ル

バ
ー
ド
41
ー
31
番
地
。
電
話

３
４
７
・
６
０
１
・
４
１
４
１
）

は
３
月
19
日
（
水
）
午
後
６
時

か
ら
９
時
ま
で
、
刺
身
や
魚
料

理
の
食
べ
放
題
イ
ベ
ン
ト
を
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
パ
ー
テ
ィ
形
式
で

開
催
す
る
。

　

ネ
タ
の
70
％
を
日
本
か
ら
直

輸
入
す
る
同
店
は
、
食
材
の
鮮

度
で
は
市
内
で
も
他
の
追
従
を

許
さ
な
い
高
品
質
を
誇
る
。
同

イ
ベ
ン
ト
は
、「
食
料
品
高
騰

の
折
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に

本
物
の
刺
身
と
和
食
を
手
ご
ろ

な
値
段
で
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
語
り
合
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
オ
ー
ナ
ー
、
ロ
ビ
ン
川

田
さ
ん
の
熱
い
想
い
で
実
施
。

参
加
費
は
35
ド
ル
。
破
格
の
お

手
ご
ろ
感
だ
。
今
後
定
着
し
た

ら
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
き
た

い
と
川
田
さ
ん
は
熱
く
語
る
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
通
常
価

格
一
皿
20
ド
ル
以
上
の
赤
身
、

中
ト
ロ
、
ハ
マ
チ
、
サ
ワ
ラ
、

日
本
産
ウ
ニ
な
ど
の
刺
身
が
振

舞
わ
れ
る
ほ
か
、
日
本
産
牡
蠣

の
フ
ラ
イ
、
焼
き
魚
、
煮
し
め

な
ど
キ
ッ
チ
ン
メ
ニ
ュ
ー
も
登

場
。
た
だ
し
寿
司
は
で
な
い
。

ド
リ
ン
ク
は
参
加
者
各
自
好
み

の
お
酒
や
清
涼
飲
料
を
Ｂ
Ｙ
Ｏ

(

持
ち
込
み
）。

クイーンズの竹寿司でイベント

刺身や魚料理食べ放題
35ドルで19日（水）夜

http://www.jwsny.org
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
http://ariyoshiny.com
https://www.takesushi.us/
https://kkykm-m.com/
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自
己
実
現
と
は
何
か
。
そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
必

要
な
の
か
。
本
書
は
、
日
本
人

大
リ
ー
ガ
ー
や
、
国
民
的
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
、
有
名
辣
腕
経
営

者
な
ど
世
界
で
活
躍
す
る
一
流

の
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
実
践
し
て

い
る
と
い
う
最
新
の
瞑
想
術
、

著
者
の
兼
下
ま
ゆ
こ
さ
ん
が
こ

れ
ま
で
８
０
０
０
人
以
上
に
施

し
て
き
た
、
ヨ
ガ
の
瞑
想
を
起

点
と
し
た
ま
っ
た
く
新
し
い
瞑

想
法
、
題
し
て
「
解
決
メ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
で
き
る
「
新
・
瞑

想
術
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

瞑
想
は
心
を
無
に
す
る
こ
と

だ
が
、
本
書
で
の
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
は
、
自
分
に
は
到
底
無

理
な
目
標
を
立
て
て
、
そ
れ
が

絶
対
に
で
き
る
と
い
う
自
信
を

持
つ
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

と
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
い

て
い
る
。
頑
張
れ
ば
で
き
る
目

標
と
い
う
の
は
、
所
詮
現
状
維

持
の
延
長
に
過
ぎ
な
い
。
絶
対

あ
り
得
な
い
高
次
元
の
目
標
に

向
か
い
合
い
、
分
か
り
安
く
い

う
な
ら
自
己
暗
示
に
近
い
イ
メ

ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ

と
だ
。「
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し

て
も
金
メ
ダ
ル
は
取
れ
な
い
。

金
を
目
指
し
て
取
れ
る
の
は
せ

い
ぜ
い
銀
か
銅
止
ま
り
。
金
メ

ダ
ル
の
は
る
か
向
こ
う
を
目
指

し
て
い
る
者
だ
け
が
最
終
的
に

金
に
落
ち
着
く
」
と
誰
か
が
言

っ
て
い
た
。
ま
し
て
や
「
一
番

で
な
く
て
は
ダ
メ
で
す
か
？
二

番
で
は
い
け
な
い
で
す
か
？
」

な
ど
と
言
っ
て
い
た
の
で
は
５

番
か
６
番
も
危
う
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。　

　

例
え
ば
、
大
学
入
試
で
も
、

東
大
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
も

頑
張
っ
た
人
全
員
が
合
格
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
早
稲
田
、
慶

應
を
目
指
し
て
落
ち
て
も
明

治
、
青
山
、
立
教
な
ど
は
受
か

る
こ
と
が
あ
る
が
そ
の
逆
は
基

本
的
に
は
な
い
。
つ
ま
り
、
で

き
な
い
と
思
っ
た
ら
も
う
で
き

な
い
し
、
で
き
な
い
の
は
分
か

っ
て
い
て
も
で
き
た
時
の
自
分

を
ひ
た
す
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
日

夜
四
六
時
中
そ
の
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
れ
ば
、
気
が
つ
い
た

ら
理
想
の
自
分
に
近
づ
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
、
メ
デ

ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
カ
タ
カ
ナ
で

言
わ
れ
る
と
特
別
な
超
能
力
を

授
か
る
よ
う
に
錯
覚
す
る
が
、

分
か
り
や
す
く
言
う
な
ら
「
精

神
力
を
い
か
に
鍛
え
る
か
」
と

言
う
こ
と
に
言
葉
を
置
き
換
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
才
能
や
セ
ン
ス
、
能
力
差

は
あ
る
が
、
い
ざ
本
番
の
馬
鹿

力
は
、
普
段
の
激
し
い
練
習
や

勉
強
が
あ
っ
て
、「
普
段
の
練

習
だ
と
は
思
わ
ず
に
」
思
い
っ

き
り
全
力
を
尽
く
し
た
時
に
こ

そ
出
る
も
の
だ
。　
　
（
三
浦
）

　

■
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
＝
本
書

を
２
冊
、
希
望
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。（
編
集
部
に
取
り

に
来
る
こ
と
が
で
き
る
人
限

定
）。
希
望
者
は
「
兼
下
ま
ゆ

こ
さ
ん
の
解
決
メ
デ
ィ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
本
希
望
」
と
概
要
欄

に
記
載
し
て
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

nyseikatsu.com 

ま
で
応
募

を
。
３
月
24
日
締
め
切
り
。

 新・瞑想術で自己実現　
　　　　　　兼下まゆこ・著

幻冬舎・刊

■ 50 歳になりまして （光浦靖子、文春文庫）お笑い芸人、
光浦靖子のエッセイ。40代になって仕事が減り始め、一
大決心して休みをもらい、部屋を引き払って留学する予定
だった2020年４月。しかし緊急事態宣言で留学を断念。
コロナ禍に妹の家で過ごした居候生活、大好きな手芸、更
年期の心と体の変化など、カナダ留学するまでを綴った本。
■「朝からダルい」は糖質が原因だった！（溝口徹、青春
出版社）寝ているはずなのに朝からダルい。それは疲れを
持ち越しているのではなく、眠っている間に疲れることが
起きているから。それが「夜間低血糖」。著者は医師で日
本の栄養医学の第一人者。疲労を回復させてパフォーマン
スを上げる食べ方を解説する。■日本史と地理は同時に学
べ！（宇野仙、SBクリエイティブ）日本史と地理は、高
校の科目では別々に扱われているが、まさに密接な関係が
ある。日本史に登場する人物や出来事の「なぜ」を 地理
の視点から読み解く。著者は地理を暗記ではなく論理的に
理解させる授業で人気の駿台地理科の講師。■秘仏の扉（永
井紗耶子、文藝春秋）飛鳥時代に聖徳太子の姿を模して造
られたと言われる法隆寺夢殿・救世観音像。厨子は鎌倉時
代以降、固く閉ざされ、扉を開けば直ちに仏罰が下ると信
じられていた。近代と伝統の狭間で揺れる明治時代、開扉
に関わった人々の思いと彼らの破天荒の人生が描かれる。
■恋とか愛とかやさしさなら（一穂ミチ、小学館）カメラマンの新夏は啓久
と交際５年。東京駅でプロポーズしてくれた翌日、啓久が通勤中に女子高生
を盗撮したと啓久の母から電話が来た。「二度としない」と誓う啓久とやり
直せるか、葛藤する新夏。盗撮が遠因で転職し、自分が犯した罪と向き合う
啓久の日々が描かれている。信じるとは、許すとは、愛するとは。■なぜ「妻
の一言」はカチンとくるのか ? （岡野あつ子、講談社 +α新書）夫婦間の行
き違いを取り上げ、原因を分析し、対処法を示す一冊。夫は相談にのって欲
しかったのだが、言わないと伝わらない。自身も２度の離婚を経験した離婚
カウンセラーが、実際の離婚相談事例をもとに、何が離婚の原因となりうる
のか、どうすれば離婚に発展しないようにできるかアドバイスする。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

お
笑
い
芸
人
・
光
浦
靖
子
の
留
学
前
の
エ
ッ
セ
イ
。
目
覚
め
て
も
だ
る
い
原
因
と
は
。

日
本
史
の
な
ぜ
を
地
理
で
知
る
。
廃
仏
毀
釈
の
嵐
の
中
の
歴
史
群
像
劇
。
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ

れ
た
翌
日
、
彼
が
盗
撮
で
捕
ま
っ
た
。
離
婚
危
機
を
脱
す
る
助
言
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ア
レ
ッ
ポ
は
中
東
シ
リ
ア
の

北
部
に
あ
る
都
市
。
市
場
が
あ

り
活
気
に
満
ち
た
街
で
し
た

が
、
戦
争
が
な
に
も
か
も
変
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
建
物
は
破

壊
さ
れ
、
人
々
は
街
か
ら
逃
れ

て
い
き
ま
し
た
。
ア
レ
ッ
ポ
に

残
り
救
急
隊
員
と
し
て
活
動
し

て
い
た
電
気
技
師
の
ア
ラ
ー
は

あ
る
日
、
街
に
人
々
が
残
し
た

た
く
さ
ん
の
猫
が
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。
ア
ラ
ー
は
取
り

残
さ
れ
た
猫
た
ち
に
餌
を
や
り

助
け
る
活
動
を
始
め
ま
す
。
猫

の
数
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き

ま
す
が
「
ア
レ
ッ
ポ
の
キ
ャ
ッ

ト
マ
ン
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
し
だ
い
に
支
援
の

輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

内
戦
が
続
く
シ
リ
ア
で
の
実

話
を
も
と
に
し
た
絵
本
。
自
ら

の
危
険
も
か
え
り
み
ず
、
人
間

や
動
物
の
命
を
守
る
活
動
を
通

じ
て
内
戦
の
現
実
を
訴
え
て
い

る
。
本
書
は
米
国
で
も
高
い
評

価
を
得
て
、
２
０
２
１
年
の
コ

ー
ル
デ
コ
ッ
ト
・
オ
ナ
ー
賞
を

受
賞
。
挿
し
絵
は
、
Ｎ
Ｙ
で
活

動
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

清
水
裕
子
さ
ん
。
日
本
語
で
読

む
な
ら
『
ア
レ
ッ
ポ
の
キ
ャ
ッ

ト
マ
ン
』。　　
　
　
　
（
高
田
）

ひ
と
り
の
活
動
が
大
き
な
流
れ
に
●

 『The Cat Man of Aleppo』
Written byIrene Latham & Karim Shamsi-Basha

Published by G.P. Putnam’s Sons Books

https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://ishitanihealth.com/
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陰
暦
の
10
月
の
別
名
は
「
神

無
月
」
だ
が
、
出
雲
地
域
以
外

の
こ
と
を
指
す
。そ
れ
に
対
し
、

出
雲
地
方
だ
け
は「
神
在
月（
か

み
あ
り
づ
き)

」
と
呼
ば
れ
る

そ
の
訳
は
、
そ
の
期
間
、
出
雲

に
全
国
の
神
々(

須
佐
之
男
命

や
大
国
主
命
な
ど
「
国
津
神
」

系
を
指
し
、
天
照
大
神
な
ど

の
「
天
津
神
」
は
除
く)

が
集

ま
り
一
堂
に
会
す
る
か
ら
だ
。

出
雲
大
社
の
西
方
約
１
キ
ロ
の

稲
佐
の
浜
で
は
全
国
の
神
々
を

お
迎
え
す
る
古
式
豊
か
な
「
神

迎(

か
み
む
か
え)

神
事
」
が

執
り
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
到

着
さ
れ
た
神
々
は
御
使
神
「
龍

蛇
神
」
さ
ま
を
先
導
と
し
て
出

雲
大
社
ま
で
御
神
幸
（
み
し
ん

こ
う)

す
る
。
そ
れ
か
ら
拝
殿

に
て
奉
迎
の
神
迎
祭
が
行
わ
れ

る
。
こ
の
神
在
月
に
お
い
て
、

特
に
重
要
視
さ
れ
る
の
が
「
龍

蛇
神
」
さ
ま
の
存
在
だ
。
龍
蛇

神
は
、海
蛇
の
神
様
で
も
あ
り
、

水
に
住
む
「
龍
」
か
ら
火
難
、

水
難
除
け
、
地
に
住
む
「
蛇
」

か
ら
土
地
の
災
難
よ
け
の
２
つ

の
信
仰
が
融
合
し
、
田
ん
ぼ
や

農
作
物
を
守
る
存
在
と
な
り
日

本
各
地
で
稲
作
と
深
い
結
び
つ

き
を
も
っ
た
。
ま
た
、
蛇
は
古

来
よ
り
再
生
や
生
ま
れ
変
わ
り

を
象
徴
し
人
々
は
そ
の
力
に
畏

敬
の
念
を
抱
い
て
き
た
と
さ
れ

る
。
現
実
に
、
蛇
は
世
界
中
で

４
０
０
０
種
以
上
が
生
息
し
て

お
り
、
国
内
で
は
猛
毒
を
も
つ

マ
ム
シ
や
ヤ
マ
ガ
シ
を
含
め
た

約
8
種
類
と
な
る
。
屋
根
裏
な

ど
に
住
み
つ
き
ネ
ズ
ミ
な
ど
を

捕
獲
し
て
く
れ
る
こ
と
か
ら
家

の
守
り
神
と
し
て
大
事
に
さ
れ

て
き
た
、
気
性
が
お
と
な
し
く

毒
を
持
た
な
い
代
表
的
な
日
本

固
有
種
で
く
す
ん
だ
緑
色
し

た
、
2
メ
ー
ト
ル
の
全
長
に
も

な
る
最
大
な
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ

は
、
金
運
ア
ッ
プ
や
子
孫
繁

栄
、
健
康
・
長
寿
を
暗
示
す
る

縁
起
の
良
い
存
在
で
幸
せ
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
と
信
じ
ら
れ

て
き
た
。
さ
ら
に
、
神
社
な
ど

で
ご
祭
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て

き
た
世
界
的
に
も
非
常
に
珍
し

く
貴
重
で

学
術
的
評

価
も
高
い

と
さ
れ
る

白
蛇
は
、

ア
オ
ダ
イ

シ
ョ
ウ
の

ア
ル
ビ
ノ
が
遺
伝
的
に
固
定
し

て
い
る
種
で
、
目
は
ル
ビ
ー
の

よ
う
に
赤
く
、
全
身
は
白
く
光

沢
が
あ
り
清
楚
な
姿
で
と
て
も

神
秘
的
だ
。
お
よ
そ
２
６
０
年

前
に
書
か
れ
た
「
岩
邑
年
代

記(

が
ん
ゆ
う
ね
ん
だ
い
き)

」

に
よ
る
と
、
白
蛇
は
今
か
ら
約

４
０
０
年
前
、
岩
国
に
移
封
さ

れ
た
藩
主
吉
川
広
家(

き
っ
か

わ
ひ
ろ
い
え)

が
錦
見
一
帯
で

米
作
り
に
努
め
た
こ
ろ
、
多
く

の
米
倉
で
ネ
ズ
ミ
を
餌
に
し
て

い
た
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
の
色
素

細
胞
の
な
い
変
種
と
し
て
遺
伝

し
生
ま
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
当
時
の
人
々
が
こ
の
珍

し
い
白
蛇
を
有
益
で
幸
運
を
呼

ぶ
家
の
守
り
神
と
し
て
、
そ
の

数
を
増
や
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

さ
て
、
ヘ
ビ
の
頭
が
外
側
は

厄
除
け
に
な
り
、
内
側
に
向
け

る
と
金
運
ア
ッ
プ
に
な
る
双
頭

指
輪
は
、
画
竜
点
睛
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
逸
品
だ
。

　
津
延
美
衣(

つ

の
べ
み
え)

Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑

定
資
格
者
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・ 

ア
ー
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・

食
文
化
な
ど
知
識
を
元
に
感
動

的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ
ュ
レ
タ
ー

兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/ 
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縁
起
物
と
宝
石
「
双
頭
を
も
つ
蛇
の
指
輪
」
６

双頭の蛇リング 18K

　ONE STORY  AWARD NY
　アンバサダー

テオナさん

　

昨
年
５
月
に
美
と
平
和
を

テ
ー
マ
に
し
た
祭
典
「ONE 

STORY AW
ARD 2024 NY

」

大
会
で
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
選
出

さ
れ
た
テ
オ
ナ
・
ビ
ラ
ス
ベ
リ

さ
ん
（
27
）
が
国
際
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
東
京
で
２
月
に
開
催
さ

れ
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
に

ゲ
ス
ト
招
待
さ
れ
、
１
週
間
の

日
本
体
験
を
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
帰
っ
て
き
た
。

　
「
今
回
、
日
本
へ
初
め
て
行

き
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
本
当

に
よ
く
し
て
い
た
だ
き
、
私
の

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
ニ
ッ
ポ
ン

と
い
う
大
き
な
文
化
の
存
在
が

し
っ
か
り
と
胸
に
刻
ま
れ
ま
し

た
。
日
本
に
つ
い
て
最
も
驚
い

た
こ
と
は
、
伝
統
と
文
化
が
日

常
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い
る

こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
も
驚
い

た
の
は
目
に
し
た
日
本
人
の

人
々
で
し
た
。
規
律
正
し
く
、

仕
事
熱
心
で
、
優
雅
さ
と
正
確

さ
を
備
え
た
立
ち
居
振
る
舞

い
。
す
べ
て
が
整
然
と
し
て
お

り
、人
混
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

静
寂
が
漂
い
、
瞑
想
的
な
雰
囲

気
さ
え
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
は
私

に
と
っ
て
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う

な
体
験
で
し
た
」
と
話
す
。

　

テ
オ
ナ
さ
ん
は
13
年
前
に
家

族
と
共
に
東
欧
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア

か
ら
来
米
し
、
Ｎ
Ｙ
市
工
科
大

学
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
）
で
生
物

科
学
を
学
ん
だ
。
母
親
や
叔
母

も
医
師
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自

分
も
自
然
と
生
物
科
学
の
道
を

選
ん
だ
が
、
Ｎ
Ｙ
に
来
て
か
ら

は
、
若
い
う
ち
に
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
モ
デ
ル
の
世
界
も
見
て

み
た
い
と
モ
デ
ル
に
挑
戦
し
、

２
０
２
３
年
に
ド
バ
イ
で
開
催

さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
卓
越
性
と
功
績
を
称

え
る
グ
ラ
ミ
ー
賞
（
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ッ
プ
モ
デ
ル

部
門
）
を
受
賞
、
２
０
２
４
年

に
は
ミ
ス
・
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ョ

ー
ジ
ア 

２
０
２
４
、
現
在
は

ミ
ス
・
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ

ル
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
２
０
２
５
の

タ
イ
ト
ル
を
持
ち
、
今
年
夏
に

開
催
さ
れ
る
ミ
ス
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
Ｎ

Ｙ
代
表
と
し
て
出
場
す
る
な
ど

Ｎ
Ｙ
を
中
心
に
ト
ッ
プ
モ
デ
ル

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。　
「
日

本
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
で
す
。
今
回
は
、
美
し
い

文
化
を
持
つ
日
本
に
私
を
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
親

切
さ
、
伝
統
、
生
き
方
は
、
私

に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
で
す
。
ま
た
近
い
う
ち
に
日

本
に
行
き
、
さ
ら
に
素
晴
ら
し

い
体
験
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
た
。（
三
浦
良
一

記
者
、
写
真
は
本
人
提
供
）

日
本
文
化
と
美
意
識
と
親
切
に
感
謝

https://mijikan.blogspot.com/
http://www.idocenter.com
mailto:appointment@dangene.com
http://www.ojfd.com
https://www.myhappytummyclub.com/
tel:18778852726
https://mijikan.blogspot.com/
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小
噺
で
深
め
る
日
本
語
学
習

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

　

継
承
日
本
語
コ
ー
ス

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
福
澤

隆
治
校
長
）
の
継
承
日
本
語
コ

ー
ス
は
、
２
月
22
日
に
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
人
会
「
和
の

交
流
」
を
招
待
し
て
小
噺
会
を

行
っ
た
。
色
と
り
ど
り
の
着
物

に
身
を
包
ん
だ
子
ど
も
た
ち

が
、
登
場
人
物
ご
と
に
声
色
を

変
え
、
表
情
や
身
振
り
手
振
り

を
駆
使
し
な
が
ら
小
噺
を
披
露

す
る
と
、
会
場
は
始
終
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
た
。
日
本
語
の
小

噺
に
続
い
て
、
英
語
の
ジ
ョ
ー

ク
も
披
露
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
照
れ
な
が
ら
も
自
信
に
満

ち
た
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

　

今
回
は
小
噺
の
発
表
だ
け
で

な
く
、
発
表
者
が
着
用
し
て
い

た
日
本
の
伝
統
的
な
衣
服
に
つ

い
て
も
着
目
し
、「
足
袋
」「
草

履
」「
帯
」「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん

こ
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途

や
良
さ
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会

と
な
っ
た
。
更
に”

ア
メ
リ
カ

の
ジ
ョ
ー
ク
と
イ
ギ
リ
ス
の
ジ

ョ
ー
ク
の
違
い”

に
つ
い
て
も

取
り
上
げ
、
言
葉
の
韻
を
楽
し

む
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ー
ク
の
音

読
も
し
て
、
ま
さ
に”

笑
い
で

つ
な
が
る
学
び
の
時
間”

と
な

っ
た
。

　

ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
日

本
人
会
は
「
笑
っ
て
健
康
に
な

り
ま
し
た
！
」「
す
ご
く
上
手

で
、み
ん
な
か
っ
こ
よ
か
っ
た
」

「
子
ど
も
た
ち
の
小
噺
に
感
動

し
ま
し
た
！
」
等
の
感
想
を
話

し
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち

が
価
値
の
あ
る
挑
戦
を
し
た
こ

と
を
実
感
し
た
。
今
回
の
経
験

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
こ

れ
か
ら
の
日
本
語
学
習
へ
の
大

き
な
励
ま
し
と
な
り
、
学
び
を

深
め
て
い
く
大
き
な
原
動
力
と

な
っ
た
。

　

３
月
２
日
、 

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校
幼
稚
園
部
（
和
田

幸
子
幼
稚
園
部
部
長
）
で
「
お

店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」
が
行
わ
れ

た
。
雛
具
屋
さ
ん
、
お
も
ち
ゃ

や
さ
ん
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
３

店
を
体
験
す
る
形
式
で
、
子
供

た
ち
は
エ
プ
ロ
ン
姿
で
お
店
屋

さ
ん
役
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た

り
、
交
代
し
て
お
客
さ
ん
役
を

担
当
し
た
り
し
て
、
親
子
で
お

買
い
物
体
験
を
楽
し
ん
だ
。
お

店
屋
さ
ん
役
は
、
こ
の
日
の
た

め
に
各
ク
ラ
ス
で
作
成
し
て
き

た
お
雛
様
、
羽
子
板
、
た
こ
、

わ
な
げ
や
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
ク

ラ
フ
ト
を
並
べ
て
準
備
し
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
ど
ち
ら

に
し
ま
す
か
？
」と
声
を
か
け
、

売
り
切
れ
る
と
ど
の
子
も
満
足

そ
う
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
お

客
さ
ん
役
は
手
作
り
の
お
財
布

と
お
金
を
持
っ
て
「
い
く
ら
で

す
か
？
」
と
聞
き
、
自
分
た
ち

で
作
っ
た
商
品
を
購
入
し
て
い

た
。
緊
張
し
な
が
ら
も
、
自
分

た
ち
で
お
金
を
払
っ
て
商
品
を

手
に
す
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る

の
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か

り
、
笑
顔
溢
れ
た
楽
し
い
時
間

と
な
っ
た
。
福
引
き
で
は
、
竹

と
ん
ぼ
、
紙
風
船
、
万
華
鏡
な

ど
昔
な
が
ら
の
日
本
の
お
も
ち

ゃ
を
紹
介
す
る
よ
い
機
会
と
な

っ
た
。
実
生
活
で
必
要
な
買
い

物
を
す
る
時
の
言
葉
や
品
物
と

お
金
の
や
り
と
り
を
、
遊
び
を

通
し
て
学
ぶ
行
事
と
な
っ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

楽
し
い
お
店
や
さ
ん

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
の

小
学
部
は
1
日
、
1
年
生
が
生

活
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て

「
お
買
い
物
ご
っ
こ
」
を
楽
し

ん
だ
。
こ
の
活
動
は
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
描
い
た
絵
に
登

場
す
る
商
品
に
値
段
を
つ
け
、

紙
で
作
っ
た
お
金
を
使
っ
て
売

買
を
体
験
す
る
も
の
。今
回
は
、

楽
器
屋
さ
ん
、
雑
貨
屋
さ
ん
、

食
料
品
店
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
上
級

生
や
先
生
を
招
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
店
員
や
お
客
さ
ん
と
し
て
、

や
り
と
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」
と

元
気
よ
く
声
を
か
け
た
り
、
お

釣
り
を
計
算
し
な
が
ら
お
金
の

や
り
と
り
を
す
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
「
こ
の
楽
器
は
ど
ん

な
音
が
す
る
の
？
」「
お
す
す

め
の
商
品
は
あ
り
ま
す
か
？
」

と
い
っ
た
日
本
語
で
の
や
り
と

り
も
自
然
と
生
ま
れ
、
買
い
物

の
楽
し
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ぶ
良
い
機

会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、

た
こ
が
25
円
と
30
円
で
売
ら
れ

て
お
り
、「
な
ん
で
金
額
が
違

う
の
？
」
と
尋
ね
る
と
、「
こ

っ
ち
の
た
こ
は
生
き
て
い
る
か

ら
1
匹
30
円
、
こ
っ
ち
は
食
べ

物
だ
か
ら
1
杯
25
円
」
と
、
た

こ
の
数
え
方
の
単
位
や
値
段
の

違
い
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
本
物
の
お
店
顔
負
け
の
や

り
と
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

お
買
い
物
ご
っ
こ
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
は
金
銭
感
覚

や
社
会
の
仕
組
み
を
体
験
的
に

学
び
な
が
ら
、
創
造
力
を
発
揮

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
を
運
営

し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
で
、
楽
し
い
学
び

の
時
間
を
過
ご
し
た
。

育
英
サ
タ
デ
ー
校
で

お
買
い
物
ご
っ
こ
盛
況

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
３

日
、
初
等
部
第
50
回
、
中
等
部

第
48
回
の
卒
業
証
書
授
与
式
を

行
っ
た
。
初
等
部
10
人
、
中
等

部
９
人
の
児
童
生
徒
が
卒
業
の

日
を
迎
え
た
。

　

卒
業
式
で
は
、
校
長
先
生
か

ら
一
人
一
人
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
た
。
担
任
の
呼
名
に
大

き
な
声
で
返
事
を
す
る
姿
や
証

書
を
受
け
取
る
姿
は
、
卒
業
生

と
し
て
大
変
立
派
で
あ
っ
た
。

来
賓
や
校
長
か
ら
の
祝
辞
や
式

辞
、
在
校
生
か
ら
の
送
辞
や
合

唱
か
ら
、
自
分
た
ち
が
卒
業
す

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
て
い
た
。
６
年
生
の
「
門
出

の
言
葉
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

学
校
生
活
の
集
大
成
と
し
て
一

人
一
人
が
呼
び
か
け
を
行
っ

た
。
１
年
間
を
振
り
返
り
、
在

校
生
や
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
、
保
護
者
へ
の
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。
10
人
が
心
を
一
つ

に
し
て
合
唱
曲
「
あ
な
た
に
あ

り
が
と
う
」
を
歌
い
、
未
来
へ

の
希
望
や
勇
気
を
表
し
た
。

　

９
年
生
は
受
験
で
多
く
の
生

徒
が
一
時
帰
国
を
し
て
い
た
が

９
人
全
員
が
集
ま
り
式
に
臨
ん

だ
。
全
員
の
思
い
を
胸
に
代
表

生
徒
が
答
辞
を
行
い
、
友
達
や

先
生
、
保
護
者
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
や
行
事
と
の
関
わ
り
を
通

し
て
大
き
く
成
長
し
た
こ
と
、

こ
れ
か
ら
も
夢
や
希
望
に
向
か

っ
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
な
ど

を
伝
え
た
。
ク
ラ
ス
全
員
で
歌

っ
た
「
３
月
９
日
」
は
、
別
れ

の
寂
し
さ
と
こ
れ
か
ら
の
人
生

へ
の
前
向
き
な
思
い
を
表
し

た
。
感
謝
の
気
持
ち
と
美
し
い

歌
声
に
よ
っ
て
会
場
全
体
が
感

動
的
で
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。

NY日本人学校
初等部と中等部

卒
業
証
書
授
与
式

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
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早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校

の
川
村
で
す
。
当
塾
の
受
験
生

た
ち
も
無
事
に
受
験
を
終
え
、

新
し
い
生
活
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。こ
の
場
を
借
り
て
、

今
年
度
受
験
を
迎
え
た
す
べ
て

の
受
験
生
、
そ
し
て
保
護
者
の

皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
受
験
は
ゴ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
受
験
を
通
し
て
得

た
経
験
や
、
海
外
で
生
活
し
た

こ
と
を
糧
に
し
て
、
新
し
い
フ

ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
し
て
ほ
し
い

と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

連
載
も
、
今
回
で
12
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
改
め
て
皆
様
に
お

伝
え
し
た
い
こ
と
は
、「
情
報

を
制
す
る
者
は
、受
験
を
制
す
」 

と
い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
ま
で
、

帰
国
生
受
験
と
国
内
受
験
の
違

い
、
中
学
受
験
と
高
校
受
験
の

違
い
、
入
試
パ
タ
ー
ン
、
受
験

科
目
、
願
書
・
面
接
・
作
文
の

重
要
性
な
ど
、
情
報
収
集
・
活

用
の
た
め
の
「
柱
」
と
な
る
項

目
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

　

海
外
で
日
本
国
内
の
受
験
準

備
を
す
る
こ
と
は
決
し
て
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
に
い

れ
ば
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と

が
、
海
外
で
は
思
う
よ
う
に
い

か
な
い
こ
と
も
多
い
も
の
で

す
。
特
に「
情
報
収
集
と
活
用
」 

は
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

　
「
帰
国
生
受
験
だ
か
ら
中
学

帰
国
生
中
学
受
験
・
高
校
受
験

「
情
報
を
征
す
る
者
は
受
験
を
征
す
」

9

入
試
で
は
必
ず
英
語
が
出
題
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
」「
高
校

入
試
は
日
本
国
内
入
試
と
は
大

き
く
異
な
る
か
ら
特
別
な
準
備

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
」̶

こ
う
し
た
声
を
耳
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

に
は
そ
う
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

ネ
ッ
ト
上
に
は
「
古
い
」
情
報

や
「
フ
ェ
イ
ク
」
情
報
が
少
な

か
ら
ず
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。「
正

確
で
新
鮮
な
情
報
が
手
に
入
り

づ
ら
い
」「
自
分
の
目
で
確
か

め
る
の
が
難
し
い
」「
情
報
を

ど
う
活
用
す
れ
ば
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」「
相
談
す
る
相
手
が

い
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
抱

え
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
正
し
い

情
報
を
得
て
、
そ
れ
を
活
用

し
、
志
望
校
合
格
に
向
け
た
適

切
な
努
力
を
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
帰
国
生
入
試
は
海
外
受

験
生
の
「
味
方
」
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
も
、
皆
様
に
有
益

な
入
試
情
報
を
お
伝
え
す
る
べ

く
、
連
載
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。
今
年
度
の
入
試
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
受
験
に
必
要
な

「
柱
」
と
な
る
情
報
を
発
信
し
、

Ｎ
Ｙ
で
頑
張
る
受
験
生
や
保
護

者
の
皆
様
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
２

月
24
日
、「
６
年
生
を
送
る
会
」

を
行
っ
た
。こ
の
日
に
向
け
て
、

５
年
生
が
実
行
委
員
と
な
り
在

校
生
と
一
緒
に
心
を
込
め
て
準

備
を
進
め
て
き
た
。
１
、２
年

生
は
似
顔
絵
と
ク
イ
ズ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
３
年
生
は
歌
、
４
年

生
は
英
語
で
詩
の
朗
読
。
そ
し

て
、
３
、４
年
生
一
緒
に
花
束

の
寄
せ
書
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

５
年
生
は
思
い
出
ク
イ
ズ
と
ア

ル
バ
ム
を
６
年
生
に
届
け
た
。

在
校
生
の
想
い
を
受
け
て
、
６

年
生
は
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
、

会
場
全
体
が
あ
た
た
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。

６年生を送る会
NJ日本人学校

　

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
は
２

月
15
日
、
３
年
生
４
学
級
対
抗

の
漢
字
か
る
た
大
会
を
開
催
し

た
。
３
年
生
の
漢
字
学
習
の
集

大
成
と
し
て
、
ま
た
３
年
生
で

初
め
て
学
習
し
た
俳
句
に
慣
れ

親
し
む
と
い
う
目
的
で
、
文
化

的
行
事
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い

る
。
事
前
に
宿
題
と
し
て
新
出

漢
字
80
字
が
児
童
80
人
に
割
り

当
て
ら
れ
、
児
童
は
各
自
そ
の

漢
字
の
音
訓
の
両
方
を
使
っ
て

俳
句
を
作
る
。
こ
れ
が
読
み
札

に
な
る
。

　

大
会
当
日
、
各
学
級
か
ら
２

人
一
組
ず
つ
が
前
に
出
て
ゲ
ー

ム
開
始
。
例
え
ば
、
読
み
手
が

「
せ
が
の
び
て
や
っ
と
遊
べ
る

遊
園
地
」
と
い
う
読
み
札
を
読

み
上
げ
て
「
遊
園
地
の
遊
、
遊

ぶ
」
と
言
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
「
遊
」
と
い
う
漢
字
を
紙
に

書
く
。
２
人
と
も
正
解
で
あ
れ

ば
各
担
任
が
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出

し
、
児
童
た
ち
は
取
り
札
に
向

か
っ
て
走
る
。
10
秒
以
内
に
書

け
な
く
て
も
笛
が
鳴
る
と
走
っ

て
探
せ
る
。
あ
ー
だ
こ
ー
だ
と

２
人
で
思
い
出
し
な
が
ら
漢
字

を
書
い
た
り
、
漢
字
の
取
り
札

を
見
た
ら
思
い
出
し
て
札
を
取

れ
た
児
童
な
ど
も
い
た
。「
自

分
が
書
い
た
読
み
札
が
当
れ
ば

い
い
な
」
と
心
待
ち
に
す
る
児

童
、
難
し
い
漢
字
に
当
た
り
走

っ
て
探
す
こ
と
に
注
力
す
る
ペ

ア
、「
書
き
順
は
い
い
か
ら
速

く
！
」
と
相
手
を
激
励
す
る
児

童
、
お
目
当
て
の
漢
字
を
見
つ

け
て
ダ
イ
ビ
ン
グ
す
る
児
童
な

ど
、
外
は
氷
点
下
の
寒
い
一
日

だ
っ
た
が
、
み
な
汗
を
か
き
な

が
ら
夢
中
に
な
り
体
育
館
は
熱

気
で
一
杯
だ
っ
た
。
３
年
生
全

員
の
80
句
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

見
学
の
保
護
者
や
担
任
ら
も
高

揚
感
や
充
実
感
に
満
ち
た
一
日

だ
っ
た
。
同
校
で
は
、
米
国
で

暮
ら
す
児
童
が
自
分
に
あ
っ
た

楽
し
い
漢
字
の
学
習
方
法
を
模

索
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
通
じ
て
指
導
し
て
い

る
。

　

3
月
3
日
、
こ
ど
も
の
く
に

幼
稚
園
で
ひ
な
祭
り
が
行
わ
れ

た
。
同
園
に
は
７
段
飾
り
の
ひ

な
飾
り
が
あ
り
、
毎
日
そ
の
前

を
通
る
子
供
た
ち
は
「
お
ひ
な

さ
ま
、
お
は
よ
う
」「
お
だ
い

り
さ
ま
、
ま
た
あ
し
た
ね
」
と

声
を
か
け
て
過
ご
し
て
き
た
。

７
段
の
三
人
官
女
や
五
人
囃

子
、
右
大
臣
や
左
大
臣
、
お
道

具
な
ど
に
つ
い
て
も
折
に
触
れ

話
を
し
て
、
ひ
な
祭
り
へ
の
興

味
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
よ
う

だ
っ
た
。3
月
3
日
ま
で
の
間
、

自
分
た
ち
で
色
々
な
材
料
を
使

っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
ひ
な
さ

ま
を
作
っ
た
り
、
お
ひ
な
さ
ま

の
冠
、
お
だ
い
り
さ
ま
の
烏
帽

子
も
作
っ
た
。

　

当
日
は
自
分
た
ち
の
冠
や
烏

帽
子
を
か
ぶ
り
、
畳
の
上
で
は

靴
を
脱
ぐ
こ
と
、
脱
い
だ
靴
を

き
ち
ん
と
揃
え
る
こ
と
、
正
座

の
仕
方
な
ど
の
話
を
真
剣
な
表

情
で
聞
き
、
ひ
な
飾
り
の
前
の

畳
に
座
っ
た
。
み
ん
な
で
歌
を

歌
い
楽
し
ん
だ
後
は
、
ひ
な
あ

ら
れ
と
子
ど
も
用
の
白
酒
で
ひ

な
祭
り
を
満
喫
し
た
。

　

ひ
な
祭
り
は
、
春
の
訪
れ
と

と
も
に
家
に
ひ
な
人
形
を
飾
り

女
の
子
の
健
康
と
成
長
を
祝
う

行
事
。 

家
族
が
一
緒
に
祝
う

こ
と
で
、
子
ど
も
へ
の
愛
情
や

未
来
へ
の
希
望
が
一
層
強
ま
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
ど
も
の

く
に
幼
稚
園
は
、
女
の
子
は
も

ち
ろ
ん
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
ひ
な

祭
り
を
楽
し
ん
だ
。

こ
ど
も
の
く
に

幼
稚
園
で
ひ
な
祭
り

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
のAlto

日
本
語
補
習
校

は
４
月
14
日
（
月
）
か
ら
18
日

（
金
）
ま
で
、
ス
プ
リ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
を
開
催
す
る
。
今
回
の

キ
ャ
ン
プ
は
、
日
本
各
地
の
名

物
グ
ル
メ
や
伝
統
工
芸
品
を
自

分
た
ち
で
作
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

目
玉
。５
日
間
で
北
は
北
海
道
・

東
北
、
南
は
九
州
と
各
地
域
を

テ
ー
マ
に
し
た
活
動
を
行
い
、

日
本
各
地
を
巡
る
気
分
が
味
わ

え
る
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

手
で
伝
統
工
芸
品
や
郷
土
料
理

を
作
り
、
日
本
語
や
各
地
の
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
加
対
象
は
幼
稚
園
年
長
か
ら

中
学
１
年
生
、定
員
24
人
程
度
。

参
加
申
し
込
み
・
詳
細
は
学

校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

alto-edu.com

を
参
照
す
る
。

Alto 日本語補習校

スプリングスクール開催

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
で

漢
字
か
る
た
大
会

https://japaneseschool.org
https://jp.kennedyinternational.org/
https://www.jhls.org/
https://miray109.com/
http://www.kodomony.org
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
号
似
て

発
表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に

よ
る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com
＊応募締切は掲載週の前週の水曜日とします。
＊紙面の都合により掲載週を変更する場合があります。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
大
学
３
年

河
野　

葵

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
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皆
さ
ん
は
、
学
校
や
日
常

生
活
を
過
ご
し
な
が
ら
ス
ト

レ
ス
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
時
に
、
何
を

し
て
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
て

い
ま
す
か
？
私
は
、
学
校
や

塾
の
ク
ラ
ス
で
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
た
時
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
入

れ
て
K
ポ
ッ
プ
を
聞
き
ま
す
。

私
に
と
っ
て
K
ポ
ッ
プ
は
そ

の
日
の
ス
ト
レ
ス
や
悪
い
事

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
、
違
う

世
界
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

る
魔
法
の
様
な
も
の
で
す
。

　

私
は
、
中
学
一
年
生
の
時

に
初
め
て
K
ポ
ッ
プ
を
聞
き

ま
し
た
。
現
地
校
で BTS 

や

Blackpink 

と
い
う
グ
ル
ー

プ
の
名
前
を
聞
い
て
ど
ん
な

グ
ル
ー
プ
か
な
？
と
興
味
が

わ
き
、
帰
宅
後BTS

の
曲

をYouTube

で
検
索
し
、
宿

題
を
や
り
な
が
ら
聞
き
ま
し

た
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
曲

は Permission to Dance

と

い
う
、

　

キ
ャ
ッ
チ
ー
で
リ
ズ
ム
感

の
あ
る
曲
で
、
聴
い
て
い
る

う
ち
に
微
笑
ん
で
し
ま
う
様

な
、
優
し
く
て
楽
し
い
曲
で

す
。
そ
の
日
か
ら
毎
日BTS

、

Blackpink

や
他
の
グ
ル
ー
プ

の
音
楽
を
聞
き
K
ポ
ッ
プ
の

大
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　

K
ポ
ッ
プ
の
好
き
な
所
は

各
グ
ル
ー
プ
が
と
て
も
個
性

的
で
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
国
の
出
身
、

育
ち
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、

様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
集
め
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー

で
な
り
た
っ
て
い
て
、
応
援

し
よ
う
と
思
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
私
が

今
す
ご
く
気
に
入
っ
て
る
グ

ル
ー
プ
：
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン

は
13
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
中
の
キ
レ
の

あ
る
ダ
ン
ス
や
シ
ン
ク
ロ
し

た
動
き
な
ど
か
ら
圧
倒
的
な

オ
ー
ラ
を
感
じ
る
け
れ
ど
、

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
で
メ
ン
バ

ー
達
が
楽
し
く
話
し
た
り
、

ち
ょ
っ
か
い
出
し
て
笑
っ
た

り
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
一
人
一
人
の
メ
ン
バ
ー

の
性
格
が
少
し
ず
つ
分
か
り
、

憧
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
上
、
K
ポ
ッ
プ
グ
ル

ー
プ
は
フ
ァ
ン
た
ち
が
共
感

で
き
る
大
事
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
曲
に
乗
せ
て
伝
え
て
く
れ

る
の
で
、
辛
い
時
に
気
持
ち

を
包
み
込
ん
で
く
れ
た
り
、

凹
ん
だ
時
に
持
ち
上
げ
て
く

れ
る
楽
し
い
曲
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
グ
ル
ー
プ
は
難
し
い

振
付
を
全
力
で
ダ
ン
ス
し
な

が
ら
心
を
込
め
て
歌
っ
て
い

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
私
に
と
っ
て
の
K
ポ
ッ
プ
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
内　

希
海

「ばばのおしごと」
　　　　　ニューヨーク補習授業校 LI 校小２
　　　　　　アセェドゥ　フォステーナ　さくら

で
も
、
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う

か
。
辞
書
の
定
義
に
当
て
は

め
る
と
、「
と
て
つ
も
な
い
幸

運
に
恵
ま
れ
て
死
ぬ
ま
で
満

ち
足
り
て
い
る
状
態
」
に
な

る
が
、
そ
れ
で
は
か
え
っ
て

退
屈
な
人
生
に
思
え
て
し
ま

う
。
ず
っ
と
幸
せ
で
い
る
人

と
聞
い
て
、
僕
が
真
っ
先
に

思
い
浮
か
べ
た
の
は
、
映
画

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
に
登
場

す
る
「
オ
ラ
フ
」
だ
。
彼
は

い
つ
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
怒
ら

ず
、
優
し
く
て
、
ス
ト
レ
ス

を
全
く
感
じ
て
い
な
い
よ
う

に
見
え
る
。
で
も
、
み
ん
な

が
オ
ラ
フ
の
よ
う
に
な
る
の

は
無
理
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も

オ
ラ
フ
は
実
在
し
な
い
し
、

現
実
的
に
考
え
て
も
一
生
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
の
は
不

可
能
だ
。

　

僕
が
考
え
る
の
は
、「
で
き

る
だ
け
」
幸
せ
で
い
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
と
い

う
現
実
的
な
方
法
だ
。
僕
に

と
っ
て
の
幸
せ
な
状
態
は
、

自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
す
る
こ
と
、
そ
し
て
周
り

の
人
に
積
極
的
に
挨
拶
を
し

た
り
お
礼
を
言
っ
た
り
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
と
思
う
。

そ
し
て
何
よ
り
大
事
な
の
は
、

幸
せ
は
自
分
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
周

り
の
人
も
幸
せ
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。
そ

れ
が
僕
自
身
の
幸
せ
に
も
繋

が
る
は
ず
だ
。

　
　
　

   （
滞
米
１
年
10
か
月
）

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
全

力
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
楽
し
く
フ
ァ
ン
た
ち

と
会
話
し
た
り
フ
ァ
ン
の
応

援
を
聞
い
て
笑
顔
に
な
る
メ

ン
バ
ー
達
の
姿
か
ら
フ
ァ
ン

の
た
め
に
す
ご
く
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て

見
て
い
て
心
が
温
ま
り
ま
す
。

　

私
は
、
日
々
聞
く
こ
と
に

よ
っ
て
益
々
K
ポ
ッ
プ
を
好

き
に
な
っ
て
行
っ
て
ま
す
が
、

数
年
前
は
友
達
や
他
人
か
ら

受
け
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
、
時

に
は
批
判
の
せ
い
で
、
自
分

の
K
ポ
ッ
プ
愛
を
共
有
す
る

の
に
な
か
な
か
苦
労
し
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
、
今
は
K
ポ

ッ
プ
の
全
体
的
な
人
気
上
昇

の
た
め
K
ポ
ッ
プ
フ
ァ
ン
と

た
く
さ
ん
出
会
い
、
私
の
K

ポ
ッ
プ
愛
を
共
有
す
る
こ
と

が
も
っ
と
簡
単
に
な
り
ま
し

た
。
私
の
家
族
で
も
、
も
と

も
と
私
だ
け
が
K
ポ
ッ
プ
が

好
き
で
し
た
が
、 
家
族
に
少
し

ず
つ
K
ポ
ッ
プ
を
紹
介
し
て

行
く
う
ち
に
、
好
き
な
グ
ル

ー
プ
や
メ
ン
バ
ー
、
曲
、
を

持
っ
て
、
今
で
は
来
月
３
つ

目
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
に
行

く
予
定
で
す
。
私
の
大
好
き

な
K
ポ
ッ
プ
が
友
達
や
家
族

に
認
め
ら
れ
、
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
が
出
来
て
い
る
の
が

最
高
に
嬉
し
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
是
非
、
K
ポ

ッ
プ
の
曲
を
聴
い
て
み
て
く

だ
さ
い
！
こ
れ
で
発
表
を
終

わ
り
ま
す
。
最
後
ま
で
聞
い

て
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。         

                     （
米
国
生
ま
れ
） 

　

わ
た
し
は
、
こ
の
夏
休
み

に
日
本
に
行
き
ま
し
た
。
そ

の
間
に
、
わ
た
し
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
は
た
ら
い
て
い
る

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
の
デ
イ
ケ

ア
に
、
あ
そ
び
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
色
ん
な
人

が
来
ま
す
。
わ
た
し
の
こ
こ

ろ
に
の
こ
っ
た
こ
と
を
書
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
ば
ば
は
、
そ
こ

で
み
ん
な
と
お
ひ
る
ご
は
ん

を
つ
く
る
の
が
し
ご
と
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
な
お
さ
ん
が
、

ば
ば
の
な
か
よ
し
の
人
は
、

た
か
ち
ゃ
ん
だ
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
た
か
ち
ゃ
ん
は
、

お
話
が
で
き
ま
せ
ん
。
け
れ

ど
も
、
い
つ
も
ば
ば
の
よ
こ

で
、
ご
は
ん
を
つ
く
る
の
を
、

じ
っ
と
見
て
い
ま
す
。
た
か

ち
ゃ
ん
は
お
肉
を
や
い
た
り
、

あ
じ
つ
け
が
ば
ば
み
た
い
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
た
か
ち
ゃ
ん
は
、
見

て
る
だ
け
で
で
き
る
の
は
、

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
ず
っ
と
ゆ
か

に
ね
っ
こ
ろ
が
っ
て
い
る
人

が
い
ま
し
た
。
ど
う
し
た
の

か
聞
く
と
、
せ
中
が
い
た
い

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
人
の

名
前
は
あ
っ
ち
ゃ
ん
と
言
い

ま
す
。
少
し
た
つ
と
、
あ
っ

ち
ゃ
ん
は
み
ん
な
が
い
る
と

こ
ろ
に
来
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
空
い
て
い
る
イ
ス
に
す

わ
る
よ
う
に
、
あ
っ
ち
ゃ
ん

に
す
す
め
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
、
あ
っ
ち
ゃ
ん
は
足
の
わ

る
い
わ
た
し
の
パ
パ
に
、
す

わ
る
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。

あ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
や

さ
し
い
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
そ
の
日
は
色
ん

な
人
と
お
話
し
ま
し
た
。
ダ

ン
ス
を
し
た
り
歌
を
歌
っ
た

り
、
た
い
こ
も
た
た
き
ま
し

た
。
み
ん
な
え
が
お
で
、
わ

た
し
の
体
と
こ
こ
ろ
が
、
ポ

カ
ポ
カ
あ
た
た
か
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
も
あ
そ

び
に
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
７
年
）

　

幸
せ
と
は
、
ど
の
よ
う
な

状
態
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。

辞
書
に
は
「
幸
運
に
恵
ま
れ

て
心
が
満
ち
足
り
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
め
ぐ
り
合
わ
せ

が
良
い
こ
と
。」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

僕
が
幸
せ
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、

現
地
校
の
社
会
科
の
授
業
で

児
童
労
働
に
つ
い
て
学
ん
だ

と
き
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
南
北
戦
争
後
の
産
業
革

命
期
に
僕
と
同
じ
く
ら
い
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
下
の
年
齢

の
子
供
た
ち
が
工
場
で
働
い

て
い
た
そ
う
だ
。
授
業
で
見

た
当
時
の
写
真
に
は
、
小
学

生
ほ
ど
の
子
供
が
工
場
で
大

き
な
機
械
を
操
作
し
て
い
る

様
子
が
写
っ
て
い
た
。
彼
ら

は
一
日
十
二
時
間
、
週
六
日

以
上
働
い
て
い
た
と
資
料
に

は
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
過

酷
な
環
境
に
僕
は
衝
撃
を
受

け
た
。
当
時
の
子
供
た
ち
と

比
べ
る
と
、
今
の
僕
の
環
境

が
ど
れ
ほ
ど
幸
せ
な
も
の
か
、

改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
。

　

僕
が
「
幸
せ
」
と
感
じ
る

場
面
は
、
大
き
く
分
け
て
三

つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
自
分

の
目
標
を
達
成
し
た
と
き
だ
。

例
え
ば
、
部
活
の
陸
上
の
試

合
で
一
位
を
取
り
、
練
習
の

成
果
が
結
果
と
し
て
表
れ
た

瞬
間
だ
。
二
つ
目
は
、
誰
か

に
感
謝
さ
れ
た
り
、
相
手
か

ら
好
意
を
受
け
取
っ
た
り
し

た
と
き
だ
。
挨
拶
や
お
礼
を

交
わ
す
だ
け
で
も
、
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
れ
る
。
三
つ
目

は
、
心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
い
る
と
き
だ
。
例
え
ば
、

寒
い
日
に
お
風
呂
に
浸
か
っ

て
い
る
瞬
間
や
、
美
味
し
い

も
の
を
誰
か
と
一
緒
に
食
べ

て
い
る
時
間
、
家
族
と
過
ご

す
ひ
と
と
き
だ
。

　

幸
せ
な
気
持
ち
を
ず
っ
と

感
じ
ら
れ
た
ら
、
人
生
が
楽

し
く
な
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

「
一
生
の
思
い
出
国
際
連
合
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
目　

美
亜

「『
で
き
る
だ
け
』
幸
せ
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
P
W
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
舘　

咲
矢

　

私
は
国
際
連
合
本
部
と
国
際

連
合
の
日
本
政
府
代
表
部
を
見

学
し
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ

と
や
学
ん
だ
こ
と
が
４
つ
あ
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
外
交
官
の
仕
事
に

つ
い
て
で
す
。
日
本
の
外
交

官
は
他
の
国
の
代
表
者
と
話

し
、
ブ
リ
ッ
ジ
ビ
ル
ダ
ー
と

い
う
大
事
な
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
私
は
、
外
交
官
は
世

界
の
平
和
の
た
め
に
一
生
懸

命
働
い
て
い
て
、
本
当
に
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

世
界
の
戦
争
問
題
な
ど
を
話

し
合
い
で
解
決
さ
せ
る
の
も

本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

外
交
官
の
方
の
お
話
が
特

に
心
に
残
り
ま
し
た
。
特
に

学
校
で
頑
張
る
こ
と
や
外
交

官
に
な
る
た
め
に
し
た
こ
と

の
話
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

外
交
官
の
方
の
話
を
聞
い
て
、

あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
る
経
験

を
大
事
に
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
国
際
連
合
の
建
物

に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

総
会
ホ
ー
ル
で
は
か
べ
に
描

か
れ
て
い
る
絵
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
こ
の
絵
は
二
つ

あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
が
描

い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ

の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
な
絵
は
、

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
バ
ッ

ク
ス
バ
ニ
ー
と
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
エ
ッ
グ
に
見
え
る
と
言
っ

た
こ
と
を
知
っ
て
、
私
は
と

て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
全
然
私
の
目
に
は

そ
れ
に
見
え
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
ま
た
、
信
託
統
治
理

事
会
の
備
品
は
全
て
デ
ン
マ

ー
ク
か
ら
の
き
ぞ
う
で
あ
る

こ
と
や
、
室
内
の
デ
ザ
イ
ン

も
す
べ
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
人

が
行
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知

っ
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
国
際
連
合
の
ツ
ア

ー
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
S
の
こ
と
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
も
心
に
残
り
ま

し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
に
つ
い
て
の

動
画
を
見
た
ら
、
海
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
い
っ
ぱ
い
の
町
が
あ

り
、
こ
の
町
で
は
ち
ゃ
ん
と
し

た
学
校
の
校
舎
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。し
か
し
、国
連
の
人
々

は
た
ま
っ
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
溶
か
し
て
で
き
た
レ
ン
ガ

を
使
い
、
学
校
の
校
舎
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は

こ
れ
を
見
て
、
ほ
か
の
た
め
に

働
く
人
は
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
　

   　
（
滞
米
12
年
６
か
月
）

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://starchildny.com/
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コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の
ダ
リ
エ
ン
（Darien

）
は
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
サ
ウ
ン
ド
の
海
岸
線
に
位
置
す
る
通
称
コ
ネ
テ
ィ

カ
ッ
ト
・
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
中
で
は
最
も
小
さ
い
町
だ
。

同
州
で
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
全
米
で
も
最
も
裕
福
な
町
の
ベ

ス
ト
10
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
一
戸
当
た
り
の
平
均
収
入

は
35
万
ド
ル
、
戸
建
の
平
均
価
格
は
１
６
０
万
ド
ル
を
超
え

る
。

　

ダ
リ
エ
ン
に
は
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
の
駅
が
二
つ
あ
り
、
こ
の

物
件
は
、
ノ
ー
ト
ン
・
ハ
イ
ツ
駅
に
徒
歩
5
分
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
。
こ
の
駅
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
急
行

の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

の
次
の
駅
な
の
で
、

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ

ル
駅
ま
で
一
時
間
以

内
で
行
け
る
。
高
速

の
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー

ツ
95
の
出
入
り
口
も

駅
の
横
に
あ
り
非
常

に
便
利
。
こ
こ
数
年

で
新
し
く
開
発
さ
れ

た
駅
前
の
新
築
の
高

級
ア
パ
ー
ト
、
お
し

ゃ
れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン

や
有
名
ブ
テ
ィ
ッ
ク

が
出
店
し
て
お
り
、

ダ
リ
エ
ン
の
第
二
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を
作
り
出
し
た
。

  

生
活
の
便
利
さ
だ
け
で
な
く
、
ダ
リ
エ
ン
に
は
11
の
公
園
、

2
つ
の
ビ
ー
チ
、
多
数
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
ラ
ブ
も
あ
る
。

こ
の
物
件
は
駅
か
ら
徒
歩
5
分
な
が
ら
、
静
か
な
デ
ッ
ド
エ

ン
ド
に
位
置
し
、
3
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
2
バ
ス
、
暖
炉
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
に
は
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ブ
が
あ

る
。
広
い
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も
魅
力
。
ま
さ
に
郊
外
生
活
を
満

喫
で
き
る
物
件
。
月
額
家
賃
は
６
５
０
０
ド
ル
。
問
い
合
わ

せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
５
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

shoenrealty.com

　

古
旗
（
こ
ば
た
）
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

コネティカット州で最も富裕層が暮らす小さな町ダリエン

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
コ

ラ
ム
を
始
め
て
１
年
が
経
つ
節

目
と
し
て
、
水
素
の
「
見
え
る

化
」
に
焦
点
を
当
て
、
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に

水
素
が
ど
の
く
ら
い
含
ま
れ
て

い
る
の
か
を
数
値
で
確
認
で
き

る
「
水
素
測
定
器
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

水
素
は
目
に
見
え
な
い
気
体

の
た
め
、
日
常
的
に
使
用
し
て

い
て
も
、
実
際
に
水
素
が
発
生

し
て
い
る
の
か
判
断
し
づ
ら
い

も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
水
素
濃

度
を
測
定
で
き
る
水
素
測
定
器

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
水
素
水

や
水
素
吸
入
機
の
濃
度
を
確
認

し
、
適
切
に
水
素
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
水
素
水
や
水
素
吸

入
器
は
機
種
に
よ
っ
て
水
素
濃

度
が
異
な
り
ま
す
。
測
定
器
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
機
器
が
規

定
量
の
水
素
を
し
っ
か
り
と
発

生
さ
せ
て
い
る
か
を
確
認
で
き

ま
す
。

　

先
日
、
日
本
在
住
の
方
と
水

素
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
際

に
、「
購
入
し
た
水
素
機
器
か

ら
全
く
水
素
が
出
て
い
な
か
っ

た
」
と
い
う
話
を
伺
い
、
日
本

の
お
客
様
用
に
も
測
定
器
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

水
素
機
器
は
乾
燥
に
弱
く
繊

細
な
た
め
、
環
境
や
ケ
ア
の
仕

方
に
よ
っ
て
は
、
規
定
量
の
水

素
が
発
生
し
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
気
体
が

て
い
る
機
器
を
定
期
的
に
水
素

測
定
し
、
販
売
時
に
も
測
定
器

を
用
い
て
通
常
値
を
確
認
し
た

上
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
購
入
か
ら
１
年
以
上
経
過

し
た
お
客
様
に
は
お
声
が
け

し
、
水
素
機
器
を
ご
持
参
い
た

だ
き
、再
度
測
定
を
行
い
ま
す
。

水
素
濃
度
が
通
常
値
を
下
回
る

場
合
は
、
専
用
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

液
で
の
ケ
ア
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
水
素
の
「
見
え
る
化
」
を

行
う
こ
と
で
、
安
心
し
て
水
素

を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
、
水
素
に
つ
い

て
様
々
な
側
面
か
ら
お
伝
え
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き

続
き
、
水
素
の
持
つ
可
能
性
を

探
り
な
が
ら
、
皆
様
に
役
立
つ

情
報
を
お
届
け
し
て
い
き
た
い

（
28
）
水
素
測
定
器
で
「
見
え
る
化
す
る
」
水
素

排
出
さ
れ
て
い
る
と
、
水
素
が

出
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た

め
、
測
定
器
が
な
け
れ
ば
実
際

の
水
素
濃
度
を
知
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

私
の
サ
ロ
ン
で
は
、
使
用
し

と
思
い
ま
す
。
水
素
を
日
常
生

活
に
取
り
入
れ
る
際
に
は
、
ご

自
身
に
合
っ
た
方
法
で
活
用
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

mailto:commercial@redacinc.com
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フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
保

育
支
援
広
場
「
ぽ
っ
ぽ
」
で
は
、

３
月
３
日
に
春
の
訪
れ
を
祝
う

ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
。
当
日
は
20
人
を
超
え
る

親
子
が
集
ま
り
、
日
本
の
伝
統

文
化
を
楽
し
ん
だ
。
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
申
し
込
み
開
始
か
ら

わ
ず
か
数
時
間
で
定
員
に
達
す

る
ほ
ど
の
大
盛
況
。
よ
り
多
く

の
子
ど
も
た
ち
と
お
祝
い
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
急
遽
定

員
を
増
や
す
対
応
を
行
っ
た
。

　

会
場
に
は
7
段
飾
り
の
雛
人

形
が
飾
ら
れ
、
参
加
者
は
そ
の

美
し
さ
に
見
入
っ
た
。
ひ
な
あ

ら
れ
を
味
わ
い
な
が
ら
「
ま
る

で
日
本
に
い
る
み
た
い
！
」
と

感
動
す
る
保
護
者
の
声
も
聞
か

れ
た
。 ひなまつりイベントで

笑顔と感動のひととき！

コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

大学の帰国生入試廃止傾向について（４）

　

近
年
、
日
本
の
大
学
で
「
帰

国
枠
入
試
廃
止
」
の
動
き
が
顕

著
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

こ
の
「
帰
国
後
の
教
育
」
第
４

シ
リ
ー
ズ
で
は
そ
の
動
向
を
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
探
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
帰
国
枠
入
試
を
大

い
に
利
用
し
て
希
望
大
学
に
入

る
計
画
だ
っ
た
の
が
急
に
困
難

に
な
る
の
は
、
海
外
在
住
の
受

験
生
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
大

き
な
問
題
と
な
り
え
ま
す
。
シ

リ
ー
ズ
最
終
回
の
今
月
は
、
こ

れ
ら
の
お
お
ま
か
な
要
点
を
ま

と
め
、
ま
た
実
際
の
対
策
に
も

焦
点
を
当
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
点
：
私
立
大
学

　

私
立
大
学
で
の
現
状
を
ま
と

め
ま
す
と
、
最
初
に
例
と
し
て

慶
應
義
塾
大
学
や
早
稲
田
大
学

の
ケ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
、
多
く

の
学
部
で
帰
国
枠
入
試
が
廃
止

と
な
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。
ま
た
そ
の
要
因
と
し
て

は
、
ま
ず
定
員
以
上
の
新
入
生

を
入
学
さ
せ
た
場
合
、
文
科
省

か
ら
交
付
さ
れ
て
い
た
補
助
金

が
削
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
こ
の
た
め
定
員
が
か
な
り

制
限
さ
れ
て
し
ま
い
、
合
格
す

る
競
争
率
も
上
が
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
模
擬
試
験
結
果
で

は
合
格
圏
に
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
の
合
格
定
員
に
入
り
こ

め
ず
、
実
際
は
不
合
格
に
な
っ

た
事
例
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

二
つ
目
の
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
少
子
化
に
よ
る
受

験
生
減
少
が
重
な
っ
た
こ
と
で

す
。
早
慶
や
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
（
明

治
、青
山
、立
教
、中
央
、法
政
）

に
帰
国
生
の
願
書
が
集
中
す
る

反
面
、
他
大
学
ら
は
生
徒
数
確

保
が
困
難
と
な
っ
た
り
、
経
営

難
に
陥
っ
た
り
と
い
っ
た
問
題

が
起
き
ま
し
た
。こ
れ
を
防
ぎ
、

帰
国
生
の
分
散
化
と
い
う
狙
い

も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
三

つ
目
の
要
因
は
、
国
内
受
験
生

ら
に
比
べ
る
と
、
帰
国
入
試
は

い
わ
ゆ
る
総
合
型
選
抜
が
多

く
、
英
語
作
文
や
英
語
面
接
の

み
で
入
学
可
能
な
場
合
も
多
く

で
す
。
米
国
で
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
、
英

国
で
は
Ａ
レ
ベ
ル
、
ま
た
Ｉ
Ｂ

（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
カ

ロ
レ
ア
）
で
あ
れ
ば
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ

テ
ス
ト
の
点
数
、
そ
の
上
、
英

語
の
統
一
試
験
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
や

Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
で
の
点
数
も
考
慮

さ
れ
ま
す
。
２
点
目
は
学
校
科

目
で
の
成
績
平
均
値（
Ｇ
Ｐ
Ａ
）

や
、
日
頃
か
ら
の
活
動
や
奉
仕

な
ど
に
関
す
る
推
薦
状
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
３
点
目
と

し
て
、
大
学
や
学
部
に
よ
っ
て

は
英
語
で
の
小
論
文
や
個
人
面

接
だ
け
で
な
く
、
実
際
日
本
語

で
の
科
目
試
験
を
課
す
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

帰
国
入
試
へ
の
対
処
法

　

こ
の
よ
う
に
帰
国
枠
入
試
の

現
実
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
、
以
前
ほ
ど
容
易
で
は
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
希
望
大

学
の
帰
国
枠
が
無
く
な
っ
た
り

定
員
が
狭
く
な
っ
た
り
し
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
私

立
・
国
立
を
問
わ
ず
、
必
ず
そ

の
大
学
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
チ

ェ
ッ
ク
を
繰
り
返
し
、
必
要
条

件
と
さ
れ
て
い
る
項
目
を
早
く

か
ら
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
Ｓ
Ａ
Ｔ

や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
点
数
が
低
く

英
語
で
論
理
的
な
討
論
が
出
来

な
い
と
、「
帰
国
生
」
と
し
て

は
中
途
半
端
と
み
な
さ
れ
本
末

転
倒
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ず
は
毎
日
の
学
業
に
励
ん
で

高
い
英
語
力
と
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
保
持

し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
を

十
分
に
こ
な
せ
る
レ
ベ
ル
到
達

を
目
指
す
こ
と
が
先
決
で
し
ょ

う
。
日
本
の
大
学
の
最
新
情
報

や
、
そ
の
傾
向
と
具
体
的
な
対

策
に
関
し
て
は
、
適
切
な
時
期

に
帰
国
生
進
学
専
門
機
関
に
ご

相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。（
終
わ
り
）

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
彼
ら

の
学
力
不
足
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
、
ト
ッ
プ
校
が

制
度
を
見
直
す
一
因
に
な
っ
た

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
総
合

型
選
抜
入
試
で
人
間
的
な
達
成

や
得
意
分
野
を
評
価
す
る
の
は

重
要
で
あ
る
一
方
、
や
は
り
大

学
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
指
導
に

つ
い
て
い
け
な
い
生
徒
が
増
え

て
し
ま
う
と
大
学
全
体
の
レ
ベ

ル
も
落
ち
て
し
ま
う
の
で
、
ト

ッ
プ
の
大
学
が
こ
の
制
度
を
縮

小
す
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

要
点
：
国
立
大
学 

　

多
く
の
国
立
大
学
は
最
初
か

ら
レ
ベ
ル
が
高
く
、
私
立
と
比

べ
る
と
帰
国
生
枠
の
定
員
は

「
若
干
名
」
と
い
っ
た
狭
い
ま

ま
の
よ
う
で
す
。
ま
た
大
学
に

よ
っ
て
必
須
と
さ
れ
る
テ
ス
ト

や
項
目
は
違
い
ま
す
が
、
多
く

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
よ
り

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
上
で
精
査
さ
れ

る
点
が
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
つ
目
は
ま
ず
統
一
試
験
で
高

い
点
数
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
今
年
も
早

い
も
の
で
も
う
３
月
！
と
い

う
、
い
つ
も
の
始
ま
り
を
少
し

変
え
て
、
執
筆
中
に
目
に
し
た

ニ
ュ
ー
ス
を
き
っ
か
け
に
、
私

自
身
の
体
験
を
お
話
し
す
る
こ

と
で
今
月
は
始
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
大
手
配
信
サ
イ
ト

Netfl ix

は
、
２
０
１
１
年
に

ミ
ズ
ー
リ
州
ジ
ョ
プ
リ
ン
を
襲

っ
た
巨
大
竜
巻
を
描
く
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
「The Twister: 

Caught in the Storm

」
を
公

開
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ

の
作
品
は
、
主
人
公
の
高
校
卒

業
式
当
日
、
時
速
２
０
０
マ
イ

ル
（
約
３
２
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
の
暴
風
が
町
を
直
撃
す
る

中
で
生
き
抜
い
た
若
者
た
ち
の

姿
を
追
っ
た
も
の
。
甚
大
な
被

害
を
受
け
な
が
ら
も
、
町
は
再

建
に
向
け
て
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
被
害
総
額
は
28
億
ド

ル
、１
６
０
人
が
命
を
落
と
し
、

４
０
０
０
軒
以
上
の
家
屋
が
倒

壊
す
る
な
ど
、
過
去
50
年
間
で

最
悪
級
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

災
害
で
し
た
。
こ
の
竜
巻
は
ジ

ョ
プ
リ
ン
を
横
断
し
、
最
終
的

に
ル
ー
ト
66
を
超
え
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
災
害
が
街
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た

が
、
人
々
は
逆
境
に
立
ち
向
か

い
、
再
建
へ
と
歩
み
を
進
め
ま

し
た
。
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
は
、
そ
ん
な
彼
ら
の
強
さ
と

希
望
を
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
筆
者
も
、
実
は
竜
巻

の
恐
怖
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
か
ら
約
10
年
前
の

２
０
１
６
年
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

タ
ル
サ
郊
外
で
の
こ
と
。
友
人

を
訪
ね
る
途
中
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
休
憩
し
て
い
た

私
は
、
気
づ
く
と
周
囲
の
車
が

消
え
、
妙
な
サ
イ
レ
ン
の
音
が

響
い
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
人

間
で
は
な
い
私
は
、
後
に
な
っ

て
そ
れ
が
「
竜
巻
警
報
」
だ
と

知
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は

何
も
知
ら
ず
、
遠
く
に
竜
巻
を

目
に
し
て
慌
て
て
回
避
す
る
南

へ
向
か
う
た
め
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ

へ
。
し
か
し
、
時
す
で
に
遅

く
、
猛
烈
な
風
に
あ
お
ら
れ
、

道
を
滑
る
車
が
次
々
と
衝
突
。

飛
ば
さ
れ
た
物
体
が
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
を
叩
き
、
車
ご
と
押
し

流
さ
れ
る
中
で
、「
こ
れ
は
本

当
に
危
な
い
」
と
生
ま
れ
て
初

め
て
死
を
意
識
し
ま
し
た
。
中

西
部
を
旅
す
る
際
は
、
竜
巻
シ

ー
ズ
ン
に
要
注
意
。
私
の
よ
う

な
思
い
を
し
な
い
よ
う
、
警
報

の
サ
イ
ン
を
し
っ
か
り
確
認
し

て
く
だ
さ
い
ね
！
余
談
で
す

が
、
そ
ん
な
ボ
コ
ボ
コ
に
な
っ

た
車
は
当
然
？
レ
ン
タ
カ
ー
。

返
却
時
に
事
情
を
説
明
し
た
ら

「
あ
あ
、
分
か
っ
て
る
。
大
丈

夫
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
返
し
て
お

い
て
」
と
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
な
対
応
。
さ
す
が
の
一
言
で

す
よ
ね
。
そ
れ
で
は
「
今
、
ル

ー
ト
66
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
？
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
話
題
を
お
届
け
す
る
シ
ー
ズ

ン
⑥
、
さ
っ
そ
く
始
め
ま
し
ょ

う
！

■
カ
ン
ザ
ス
州
：
レ
イ
ン
ボ
ー

橋
、
再
塗
装
計
画

　

カ
ン
ザ
ス
州
チ
ェ
ロ
キ
ー

郡
は
、
リ
バ
ー
ト
ン
近
郊
に

あ
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
」（
写
真
）
の
再
塗
装
を
支

援
す
る
た
め
、
同
州
商
務
省
か

ら
２
万
５
０
０
０
ド
ル
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
開
発
助
成
金
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
カ
ン
ザ
ス
州

ル
ー
ト
66
協
会
に
よ
る
と
、
こ

の
歴
史
的
な
橋
の
再
塗
装
計
画

は
、
ギ
ア
ヘ
ッ
ド
・
キ
ュ
リ
オ

シ
テ
ィ
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
ア

ー
ロ
ン
・
ペ
リ
ー
氏
と
マ
シ
ェ

ル
・
ス
ミ
ス
氏
が
昨
年
９
月
に

郡
委
員
会
に
提
案
し
た
も
の
だ

そ
う
で
す
。
ペ
リ
ー
氏
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
投
稿
で
「
こ
の
橋
は
メ
デ

ィ
ア
ブ
ラ
ス
ト
で
洗
浄
さ
れ
、

数
十
年
持
つ
長
期
的
な
塗
料
が

塗
ら
れ
る
予
定
で
す
」
橋
の
再

生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伝
え

ま
し
た
。
ま
た
、郡
委
員
会
は
、

こ
の
橋
の
維
持
管
理
の
た
め
、

米
国
救
援
計
画
法
（
Ａ
Ｒ
Ｐ

Ａ
）
に
基
づ
く
11
万
２
５
０
０

ド
ル
の
予
算
を
充
て
る
こ
と
を

承
認
し
ま
し
た
。
カ
ン
ザ
ス
州

の
ル
ー
ト
66
は
僅
か
13
・
2
マ

イ
ル
で
す
が
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
は
２
０
２
３
年
12
月
に

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ

る
橋
で
す
。
こ
の
再
塗
装
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
ル
ー
ト
66
に
残

る
貴
重
な
歴
史
遺
産
を
未
来
へ

と
引
き
継
ぐ
た
め
の
重
要
な
取

り
組
み
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

■
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
：
マ
ザ

ー
ロ
ー
ド
博
物
館
復
活
へ
！

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー
ス

ト
ウ
に
あ
っ
た
「
ル
ー
ト
66
マ

ザ
ー
ロ
ー
ド
博
物
館
」
は
、
昨

年
夏
に
無
期
限
の
閉
館
と
な

り
、
そ
の
後
恒
久
的
な
閉
館
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
が
、
こ
の

歴
史
あ
る
施
設
を
再
開
さ
せ
る

べ
く
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
同

州
ビ
ク
タ
ー
ビ
ル
に
あ
る
「
加

州
ル
ー
ト
66
博
物
館
」
周
辺
の

不
動
産
開
発
を
手
が
け
る
ブ

レ
ン
ダ
ン
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン

氏
、
３
月
22
日
に
再
開
し
ま

す
。
彼
は
来
年
迎
え
る
ル
ー
ト

66
の
１
０
０
周
年
を
き
っ
か
け

に
、
そ
れ
に
加
え
て
閉
館
後
旅

行
者
か
ら
届
い
た
多
く
の
苦
情

や
落
胆
の
声
も
手
伝
い
、
博
物

館
の
再
開
を
決
意
し
た
そ
う
で

す
。
博
物
館
は
１
９
１
１
年
に

建
て
ら
れ
た
ハ
ー
ベ
イ
ハ
ウ
ス

「Casa del Desierto

」
の
一

部
に
あ
る
こ
と
も
、
文
化
的
・

歴
史
的
な
価
値
を
高
め
る
要
素

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
再

開
は
、
ル
ー
ト
66
の
歴
史
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
っ
た
ル
ー
ト
66
マ
ザ
ー
ロ

ー
ド
博
物
館
に
立
ち
寄
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

■
ル
ー
ト
66
：
生
誕
１
０
０
周

年
イ
ベ
ン
ト
が
続
々
計
画
中

　

２
０
２
６
年
に
迎
え
る
ル
ー

ト
66
生
誕
１
０
０
周
年
に
向
け

て
、
各
地
で
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
の

発
表
が
始
ま
り
ま
し
た
。
少
し

ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
予

定
を
、
こ
こ
で
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
す
。
先
ず
最
初
に
発
表
さ

れ
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
イ
リ
ノ

イ
州
で
、
同
年
11
月
11
日
に
開

催
予
定
で
す
。
次
に
テ
キ
サ
ス

州
ア
マ
リ
ロ
の
観
光
局
は
、
昨

年
ス
タ
ー
ト
し
た「
テ
キ
サ
ス
・

ル
ー
ト
66
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
、
同
年
６
月
５
日
か
ら
14
日

ま
で
開
催
す
る
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
年
次
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
発

展
さ
せ
る
計
画
で
す
。
ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
州
ア
ル
バ
カ
ー
キ
で

は
、
先
週
、
新
た
に
３
万
ド
ル

を
投
じ
た
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
公
開
し
、
同
年
の
ル
ー
ト
66

開
通
１
０
０
周
年
と
関
連
イ
ベ

ン
ト
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
開

始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
オ
ク
ラ

ホ
マ
州
タ
ル
サ
で
は
、
同
年
５

月
30
日
に
州
全
体
で
１
０
０
周

年
記
念
祭
を
開
催
予
定
で
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
何
千
台
も
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
が
参
加
す
る
パ
レ

ー
ド
で
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
の

樹
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
内
の
40
以
上
の

町
で
も
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
特
に
注
目
さ
れ

て
い
る
の
は
６
月
27
日
〜
28
日

に
開
催
予
定
の
「
Ａ
Ａ
Ａ
ル
ー

ト
66
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
ト
」で
す
。

ま
だ
ま
だ
今
後
、
新
た
な
イ
ベ

ン
ト
の
発
表
が
続
く
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
来
月
ま
た
お
目
に

か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
19
：
橋
や
博
物
館
復
活
の
話
と
１
０
０
周
年
記
念
祭

1

　

兵
庫
県
た
つ
の
市
に
あ
る

「
昭
和
レ
ト
ロ
情
景
館
」
を
訪

問
し
て
き
ま
し
た
。
た
つ
の
市

は
、
２
０
０
５
年
10
月
1
日
に

龍
野
市
、
揖
保
郡
新
宮
町
、
揖

保
川
町
。
御
津
町
（
揖
龍
地
域
）

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
市
で
す

が
、
市
の
中
心
部
の
龍
野
町
は
、

武
家
屋
敷
や
白
壁
の
土
蔵
な
ど

龍
野
藩
5
万
3
千
石
の
城
下
町

の
面
影
が
残
り
、「
播
磨
の
小

京
都
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

同
館
は
そ
の
城
下
町
の
一
角
に

あ
り
、
築
２
０
０
年
の
古
民

家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

２
０
１
８
年
3
月
に
開
館
し
ま

し
た
。
１
８
１
８
年
建
築
の
厨

子
2
階
建
て
の
町
屋
で
、
間
口

が
広
く
、
内
部
に
は
当
時
町
人

に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

座
敷
が
設
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
館
の
目
玉
は
、
階
段
を
上

が
っ
た
2
階
に
あ
る
昭
和
30
〜

40
年
代
の
町
並
み
や
風
景
を
再

現
し
た
ス
ー
パ
ー
ジ
オ
ラ
マ
で

す
。
館
長
の
加
瀬
康
之
さ
ん
は

元
龍
野
市
職
員
で
、
若
い
頃
か

ら
鉄
道
模
型
や
ジ
オ
ラ
マ
造
り

を
趣
味
と
し
て
き
た
そ
う
で
、

同
館
の
展
示
物
は
す
べ
て
加
瀬

さ
ん
が
紙
や
金
属
・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
か
ら
部
品
を
切
り
出
し
て

製
作
し
た
も
の
で
す
。
加
瀬
さ

ん
は
、「
趣
味
の
工
作
で
懐
か

し
い
昭
和
の
風
景
を
再
現
し
た

い
」
と
、
自
身
の
幼
少
期
の
記

憶
や
資
料
を
も
と
に
50
歳
の
頃

か
ら
本
業
の
傍
ら
週
末
に
時
間

を
見
つ
け
て
コ
ツ
コ
ツ
造
り
続

け
、
十
数
年
の
月
日
を
費
や
し

て
架
空
の
街
「
東
龍
野
町
」
を

実
物
の
80
分
の
1
の
サ
イ
ズ
で

表
現
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
ミ
ニ

チ
ュ
ア
世
界
の
集
大
成
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
ジ
オ
ラ
マ
は
、
主

だ
っ
た
各
建
物
内
部
に
照
明
が

つ
く
よ
う
に
制
作
さ
れ
て
お

り
、
毎
時
00
分
に
な
る
と
館
長

自
ら
列
車
を
動
か
し
、
毎
時
30

分
に
な
る
と
照
明
を
調
節
し
、

約
10
分
間
に
渡
っ
て
幻
想
的
な

夕
景
や
夜
の
街
並
み
を
演
出
し

ま
す
。

　

ジ
オ
ラ
マ
に
は
、
架
空
の

「
国
鉄
東
龍
野
駅
」
の
駅
前
通

り
、
商
店
街
、
歓
楽
街
、
住
宅

街
、
農
村
地
帯
な
ど
様
々
な
街

を
作
り
込
ん
で
お
り
、
線
路
上

を
駆
け
抜
け
る
列
車
は
、
非
電

化
路
線
な
ら
で
は
の
Ｓ
Ｌ
列
車

と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
で
、
操
車

場
も
あ
り
ま
す
。
建
物
内
部
の

家
具
や
道
具
類
に
も
こ
だ
わ
っ

て
お
り
、
内
部
の
ポ
ス
タ
ー
や

カ
レ
ン
ダ
ー
類
は
極
小
コ
ピ
ー

で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
季
節

設
定
は
農
家
の
稲
刈
り
も
終
わ

り
、
辺
り
の
木
々
も
色
づ
く
晩

秋
で
、
色
づ
く
山
の
景
色
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
本

ず
つ
手
作
り
で
手
植
え
し
て
い

る
の
で
、
同
じ
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
館
内
に
は
虫
眼
鏡
も
用

意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
内
部
ま

で
じ
っ
く
り
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

館
内
に
は
懐
か
し
い
音
楽

が
流
れ
、
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ

プ
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
方
も
多

い
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、
加
瀬
さ
ん
が
制

作
し
た
塗
装
済
み
完
成
品
（
80

分
の
1
ス
ケ
ー
ル
・
30
セ
ン
チ

前
後
）
の
ジ
オ
ラ
マ
グ
ッ
ズ
も

販
売
し
て
い
ま
す
。
1
点
７
〜

８
０
０
０
円
程
度
で
す
が
、
こ

れ
を
高
い
と
み
る
か
、
安
い
と

み
る
か
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
作

っ
た
世
界
に
一
つ
だ
け
の
プ
レ

ミ
ア
ム
な
作
品
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
館
内

で
配
布
さ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
る
と
、
毎
年
度
1
名
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
ジ
オ
ラ
マ
（
展
示
台

付
）
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
の

で
、
当
選
を
楽
し
み
に
待
つ
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
枝
光
由
嘉

里
の
個
展
「
ひ
か
り
へ
の
路
」

が
３
月
29
日
（
土
）
ま
で
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ポ
イ

ン
ト
に
あ
る
ボ
ン
ズ
＆
ノ
ー
ト

ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
（37 North 15th St, 

#104

）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

同
展
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
兼

画
廊
オ
ー
ナ
ー
の
ノ
ー
ト
ン
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
個
展
と
同
時

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

土
日
の
正
午
か
ら
午
後
6
時

ま
で
。
要
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
レ
ン
、
連
絡
先
は
Ｅ
メ

ー

ル thewilliamnorton@
gmail.com

、

ま

た

は

yukariedamitsu30@gmail.
com

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://www.

nortonartists.com

を
参
照
。

枝
光
由
嘉
里
が
絵
画
展

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
29
日
ま
で

ア
ラ
タ
ニ
氏

マ
ツ
モ
ト
氏

ミ
ヤ
ベ
氏

ヤ
ス
ハ
ラ
氏

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
20
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら

日
本
茶
入
門
：
ペ
ー
ル
・
オ
ス

カ
ー
・
ブ
レ
ッ
ケ
ル
氏
と
の
テ

ィ
ー
・
ト
ー
ク
を
開
催
す
る
。

　

日
本
茶
は
、
何
世
紀
も
遡
る

歴
史
と
文
化
を
持
つ
、
日
本
を

代
表
す
る
食
文
化
の
ひ
と
つ
。

日
本
茶
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
地

か
ら
多
種
多
様
な
種
類
が
生
ま

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
特
の
味
わ

い
、
特
徴
、
淹
れ
方
が
あ
る
。

日
本
国
外
で
も
、
日
本
茶
へ
の

関
心
は
高
ま
る
一
方
だ
。
日
本

茶
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
今
回
、
ペ
ー
ル
・

オ
ス
カ
ー
・
ブ
レ
ッ
ケ
ル
氏
を

講
師
に
招
く
。
同
氏
は
、
日
本

で
数
少
な
い
外
国
人
お
茶
鑑
定

士
の
資
格
を
持
つ
、
著
名
な
作

家
で
あ
り
お
茶
の
権
威
が
、
お

茶
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
、
そ

の
後
サ
イ
ン
会
を
行
う
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
時
に

は
、
参
加
者
は
皆
、
緑
茶
を
一

杯
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
会

員
20
ド
ル
。
一
般
25
ド
ル
。
学

生
、
シ
ニ
ア
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
の
人
は
23
ド
ル
。
申
し
込

み
はhttps://japansociety.

org/events/beginners-
guide-to-japanese-tea-
tea-talk-with-per-oscar-
brekell/

Ｊ
Ｓ
で
お
茶
の
講
演
会 

20
日

講
師
に
ブ
レ
ッ
ケ
ル
氏
招
く

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
４
月
７
日
（
月
）
午
後
７
時

か
ら
詩
を
通
し
て
第
二
次
世
界

大
戦
の
捕
虜
収
容
所
と
再
定
住

の
物
語
を
語
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。
２
０
２
５
年
は
第
二

次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
80
周
年

に
あ
た
り
、こ
れ
を
記
念
し
て
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

は
、
戦
時
中
の
10
の
収
容
所
の

ひ
と
つ
に
収
容
さ
れ
た
日
系
一

世
の
夫
婦
、
ト
ミ
コ
・
マ
ツ
モ

ト
と
リ
ョ
ク
ヨ
・
マ
ツ
モ
ト
に

よ
る
短
歌
の
英
訳
『
ミ
シ
ガ
ン

湖
畔
に
て
』
に
焦
点
を
当
て
た

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
サ
イ
ン
会
を

開
催
す
る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ナ
ン

シ
ー
・
マ
ツ
モ
ト
氏
（
ト
ミ
コ

と
リ
ョ
ク
ヨ
の
孫
）、
マ
リ
コ
・

ア
ラ
タ
ニ
氏
、
エ
リ
・
Ｆ
・
ヤ

ス
ハ
ラ
氏
、
キ
ョ
ウ
コ
・
ミ
ヤ

ベ
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

る
。
短
歌
は
、
日
本
語
の
詩
の

中
で
最
も
古
い
形
式
で
あ
り
、

現
在
で
も
広
く
親
し
ま
れ
て

い
る
。
5
行
詩
で
、
5
・
7
・

5
・
7
・
7
の
韻
律
で
詠
ま
れ

る
。
俳
句
よ
り
も
2
行
長
い
。

俳
句
が
通
常
、
自
然
界
と
自
然

か
ら
呼
び
起
こ
さ
れ
る
感
情
を

描
写
す
る
の
に
対
し
、
短
歌
は

政
治
や
公
共
の
出
来
事
か
ら
最

も
個
人
的
な
感
情
ま
で
、
幅
広

い
テ
ー
マ
を
扱
う
。こ
の
た
め
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
収
容
所

で
経
験
し
た
喪
失
感
、疎
外
感
、

ト
ラ
ウ
マ
を
表
現
す
る
手
段
と

し
て
、
日
系
移
民
一
世
た
ち
が

短
歌
を
選
ん
だ
と
い
う
背
景
も

あ
る
。
入
場
料
は
会
員
10
ド

ル
、
一
般
15
ド
ル
、
学
生
、
シ

ニ
ア
、
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ

る
人　

12
ド
ル
。
申
し
込
み
は　

https://japansociety.org/

ミ
シ
ガ
ン
湖
畔
に
て
：

詩
を
通
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
の

捕
虜
収
容
所
と
再
定
住
の
物
語
を
語
る

吾藤灯がNY展
　

長
崎
県
出
身
で
東
京
で
活
躍

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
吾
藤
灯

が
８
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
グ

リ
ニ
ッ
チ
ビ
レ
ッ
ジ
の
ソ
ウ
ジ

ョ
ー
ナ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品

を
展
示
し
た
。
今
回
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
に
馴
染
み
や
す
い
も

の
を
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
風
の
作
品
を
選

ん
で
出
品
し
た
と
い
う
。

　

吾
藤
は
、
福
山
市
立
女
子
短

期
大
学
（
現
福
山
市
立
大
学
）

生
活
教
養
科
油
絵
専
攻
で
卒
業

後
、
洋
画
家
・
和
田
貢
に
師

事
、
東
光
展
入
選
、
小
学
館
新

人
漫
画
賞
入
選
な
ど
の
経
歴
を

持
つ
。
抽
象
作
品
、
フ
ァ
イ
ン

ア
ー
ト
作
品
も
数
多
く
手
が
け

て
い
る
。
ま
た
、
広
告
や
グ
ッ

ズ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
制
作
、

ロ
ゴ
の
制
作
な
ど
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
と
し
て
の
活
動
領
域
は

広
く
、
日
本
国
内
で
の
展
開
に

関
し
て
は
プ
ロ
作
家
と
し
て
一

定
の
評
価
を
確
立
し
た
中
で
の

本
人
の
目
は
、
広
く
海
外
か
ら

も
注
目
さ
れ
る
作
品
を
世
に
送

り
出
す
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
の

意
味
で
、
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
の
作
品
発
表
は
、
チ
ェ
ル

シ
ー
な
ど
の
大
手
有
名
画
廊
の

作
品
群
の
多
さ
と
そ
の
水
準
に

圧
倒
さ
れ
た
と
い
う
。「
い
つ

か
自
分
も
チ
ェ
ル
シ
ー
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
作
品
を
発
表
で
き
る

よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
に
上
り
た
い

と
い
う
新
た
な
目
標
を
得
た
展

示
だ
っ
た
と
」
い
う
。
会
場
で

は
大
作
の
ポ
ス
タ
ー
が
早
速
売

れ
る
な
ど
、
Ｎ
Ｙ
で
の
感
触
を

肌
で
実
感
で
き
た
展
覧
会
だ
っ

た
よ
う
だ
。
同
日
開
催
さ
れ
た

映
画
監
督
蔵
原
潔
司
の
Ｎ
Ｙ
展

に
共
同
出
展
し
た
。　
（
三
浦
）

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
風
タ
ッ
チ
の
作
品
を
出
品

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraimama.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
mailto:yukariedamitsu30@gmail.com
mailto:thewilliamnorton@gmail.com
https://www.nortonartists.com
https://japansociety.org/events/beginners-guide-to-japanese-tea-tea-talk-with-per-oscar-brekell/
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世
界
主
要
都
市
の
最
新
情
報

を
提
供
す
る
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
誌

は
、
３
日
に
行
わ
れ
た
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
授
賞
式
を
控
え
た
２
月

27
日
「
世
界
で
最
も
美
し
い
映

画
館
ラ
ン
キ
ン
グ
」を
発
表
し
、

上
位
50
位
に
Ｎ
Ｙ
市
内
の
３
か

所
の
映
画
館
が
選
ば
れ
た
。

　

１
位
の
パ
リ
の
ル
・
グ
ラ

ン
・
レ
ッ
ク
ス
は
、
屋
上
に
設

置
さ
れ
た
市
内
で
唯
一
回
転
す

る
看
板
「
レ
ッ
ク
ス
」
が
象
徴

的
で
、
最
高
座
席
数
２
７
０
２

席
を
筆
頭
に
全
７
ス
ク
リ
ー
ン

を
備
え
る
。
３
位
の
イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
の
「
ビ
レ
ッ
ジ
・
イ

ー
ス
ト
・
シ
ネ
マ
」
に
つ
い
て

同
誌
は
「
気
取
ら
な
い
イ
ー
ス

ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
雰
囲
気
に
相
応

し
い
劇
場
。
映
画
館
と
し
て
際

立
っ
て
は
い
な
い
が
、
５
ス
ク

リ
ー
ン
う
ち
の
特
に
シ
ア
タ
ー

１
は
、
１
９
２
０
年
築
の
ム
ー

ア
様
式
の
劇
場
で
、
か
つ
て
Ｎ

Ｙ
市
の
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
劇
場
街

の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ

せ
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。

　

29
位
の
ロ
ウ
ワ
ー
・
イ
ー
ス

ト
サ
イ
ド
の
メ
ト
ロ
ス
ク
リ
ー

ン
は
２
ス
ク
リ
ー
ン
と
小
規
模

で
、
オ
ー
プ
ン
も
２
０
１
６
年

と
新
し
い
が
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

に
あ
っ
た
ド
ミ
ノ
シ
ュ
ガ
ー
工

場
の
梁
を
再
利
用
し
た
木
製
の

座
席
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
が

レ
ト
ロ
感
を
醸
し
出
し
て
い

る
。
42
位
の
創
業
１
９
４
８
年

の
老
舗
パ
リ
ス
・
シ
ア
タ
ー
は
、

Ｎ
Ｙ
市
内
で
唯
一
残
る
シ
ン
グ

ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
の
映
画
館
と

し
て
知
ら
れ
る
。「
建
築
的
、

デ
ザ
イ
ン
的
な
特
徴
は
な
い
が

映
画
館
に
行
っ
て
映
画
を
観
る

と
い
う
こ
と
が
ひ
と
つ
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

さ
せ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

最も美しい映画館
ランキング

NY市の３劇場がランクイン

　

 

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
は
28
日
（
金
）
午
後
７
時
か

ら
小
津
安
二
郎
監
督
の「
早
春
」

（
１
９
５
６
年
）
を
上
映
す
る
。

35
ミ
リ
ク
ラ
シ
ッ
ク
映
画
の
た

め
の
ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
ミ
ヨ

コ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー
基
金
の
支
援

を
受
け
て
実
施
さ
れ
る
。

　

朝
の
通
勤
時
間
、
電
車
や
バ

ス
路
線
に
集
ま
る
活
気
あ
ふ
れ

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
の
白
い

シ
ャ
ツ
の
群
れ
で
始
ま
る
小
津

の
『
東
京
物
語
』
の
続
編
は
、

戦
後
の
東
京
で
、
若
い
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
が
大
人
に
な
る
こ
と
へ

の
幻
滅
を
経
験
す
る
様
子
を
描

い
て
い
る
。
情
熱
の
な
い
結
婚

生
活
と
単
調
な
事
務
仕
事
に
飽

き
飽
き
し
て
い
た
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
庄
司
（
池
辺
朗
）
は
、
大

き
な
目
か
ら
「
金
魚
」
と
い
う

あ
だ
名
で
呼
ば
れ
る
活
発
な
同

僚
の
女
性
（
岸
恵
子
）
と
関
係

を
持
ち
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で

短
い
な
が
ら
も
重
大
な
結
果
を

も
た
ら
す
関
係
が
始
ま
る
。
若

い
観
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

小
津
の
青
春
ド
ラ
マ
は
、
仕
事

と
私
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
も
つ
れ
を
検
証
し
、
大
人
と

し
て
の
意
欲
が
薄
れ
、
人
生
の

多
く
の
譲
歩
や
後
悔
へ
と
姿
を

変
え
て
い
く
様
子
を
描
い
て
い

る
。
戦
友
、
職
場
仲
間
、
家
族

な
ど
、
重
な
り
合
う
社
会
的
な

つ
な
が
り
の
罠
を
通
し
て
、
小

津
の
最
長
作
は
、
戦
後
の
結

婚
、
成
功
、
不
倫
に
対
す
る
姿

勢
を
探
っ
て
い
る
。
こ
の
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
の
生
活
の
考
察
を

通
し
て
、
小
津
は
「
そ
の
よ
う

な
人
生
の
哀
愁
」
を
描
き
た
い

と
主
張
し
た
。
入
場
料
は
会
員

８
ド
ル
、
一
般
16
ド
ル
。
シ
ニ

ア
、
学
生
、
身
体
障
害
者
は
14

ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
はhttps://

japansociety.org/events/
early-spring/

小
津
安
二
郎
監
督「
早
春
」

３
月
28
日
に
Ｊ
Ｓ
で
上
映

短編時代劇で受賞
藏
𠩤
潔
司
Ｎ
Ｙ
で

ビ
レ
ッ
ジ
で
展
覧
会
も

　

YouTube CM

とGoogle

広
告
業
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
圧

倒
的
高
視
聴
率
Ｃ
Ｍ
を
製
作

し
、
広
告
配
信
実
績
を
持
つ
ク

リ
エ
ー
タ
ー
で
若
手
映
画
監
督

の
藏
𠩤
潔
司
氏
（
39
）
＝
写
真

＝
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
４
日

開
催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
国
際
映
画
祭
で
作
品
「
残

心
」
で
最
優
秀
短
編
賞
を
受
賞

し
た
。
親
の
仇
を
討
ち
に
行
っ

た
が
、
相
手
に
も
幼
い
子
供
が

い
て
、
自
分
の
二
の
舞
を
さ
せ

た
く
な
い
と
剣
を
収
め
て
戻
る

話
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
受
賞

は
２
０
０
９
年
の
「
太
陽
の

石
」
以
来
２
度
目
。
２
０
１
４

年
に
は
京
都
・
嵐
山
で
撮
影

し
た
短
編
時
代
劇
『
風
と
舟
』

が
、
そ
の
斬
新
な
映
像
美
と
演

出
が
認
め
ら
れ
、
南
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
開
催
さ
れ
た
国
際
映

画
祭
イ
ン
デ
ィ
ー
フ
ェ
ス
ト
Ｕ

Ｓ
Ａ
２
０
１
５ 
に
て
、
長
編
・

短
編
全
て
の
作
品
か
ら
選
ば
れ

《
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
》
と
《
最

優
秀
ア
ジ
ア
映
画
賞
》
を
Ｗ
受

賞
し
て
い
る
。

　

ま
た
８
日
に
は
、
東
京
で
も

好
評
だ
っ
た
ア
ー
ト
展
覧
会
を

グ
リ
ニ
ッ
チ
ビ
レ
ッ
ジ
の
ソ
ウ

ジ
ョ
ナ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ブ

リ
ー
カ
ー
通
り
１
７
８
番
地
）

で
開
催
し
た
。
共
同
出
展
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
吾
藤
灯
、
藏
𠩤
季

美
、
藏
𠩤
尚
美
。
女
優
で
歌
手

の
戸
田
真
紀
子
に
よ
る
音
楽
ラ

イ
ブ
も
開
催
し
た
。

　

展
示
会
場
に
は
フ
ォ
ト
・
ア

ー
ト
と
名
付
け
た
独
自
の
画
法

に
よ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
、
自

身
が
監
督
・
出
演
し
た
映
画「
残

心
」
の
１
シ
ー
ン
の
写
真
の
上

か
ら
着
色
し
た
作
品
も
披
露
し

た
。
１
９
８
５
年 

熊
本
県
生

ま
れ 

福
岡
県
出
身
。
東
京
フ

ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
映
画
・
俳
優

専
門
学
校 

映
画
監
督
専
攻 

卒

業
。
18
歳
か
ら
8
年
間 

映
写

技
師
と
し
て
映
画
館
に
勤
務
。

21
歳
か
ら
始
め
た
短
編
映
画
製

作
が
国
内
・
海
外
の
国
際
映
画

祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
・
最
優
秀
賞

な
ど
多
数
受
賞
。ハ
リ
ウ
ッ
ド
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ハ
ワ
イ
、
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
な
ど
の
国
際
映

画
祭
で
上
映
さ
れ
て
い
る
。

　
「
映
画
は
自
分
自
身
の
ク
リ

エ
ー
テ
ィ
ブ
な
世
界
を
表
現
で

き
る
。
映
像
か
ら
抜
き
出
し
た

シ
ー
ン
を
静
止
画
と
し
て
の
ア

ー
ト
に
昇
華
さ
せ
、
自
分
の
表

現
の
幅
を
こ
れ
か
ら
も
広
げ
た

い
」
と
語
る
。　
　
　
（
三
浦
）

ニューヨーク市国際映画祭 2025

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://japansociety.org/events/early-spring/



